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○委員長（岩永政則委員） 

皆さんおはようございます。定足数に達しておりますので、本日の総務文教常任委員

会を開会をいたします。 

本日はこども政策課から開始をしていきたいと思います。説明を求めます。 

村田課長。 

○こども政策課長（村田ゆかり君） 

それでは先に、高田保育所に係る予算の説明をさせていただきます。説明書の１２、

１３ページをお開きください。１１款１項１目１節児童福祉費負担金のスポーツ振興セ

ンター共済保護者負担金２万３,０００円が高田保育所の分になります。それから次に

１２款１項２目民生使用料、１４、１５ページをお開きください。２節の児童福祉使用

料のうち３段目の延長保育料と４段目の一時預かり料が高田保育所の所管分となります。

一時預かりの希望者が年々増えているような状況でございます。歳入は以上です。 

次に歳出でございますが、８８、８９ページをお開きください。３目の高田保育所費

でございますが、前年比３２万５,０００円の増でございます。保育専門員並びに保育

士の賃金単価の増加が主な要因でございます。それでは節ごとに昨年度と異なる部分を

説明いたします。１節報酬につきましては、保育士の処遇改善と人材確保を図るために、

保育専門員の月額報酬を１６万７,５００円から１８万円に増額のお願いをしておりま

す。人数は昨年同様でお願いしています。７節の賃金につきましては、時間単価を８４

０円から８８０円でお願いをしております。８節の報償費は、おひさまひろばで実施を

しておりました個別の相談事業について、相談希望者の減少と住民アンケートのニーズ

から個別相談の回数を減らし、合わせて事業の見直しを行っており、昨年より３８万４,

０００円の減額としております。９節の旅費は、保育専門員の交通費が３０年度から支

給されることとなったため増額となっています。１１節から１３節は例年並み、９２、

９３ページの１４節の使用料及び賃借料は、３０年度から自動体外式除細動器をリース

にいたしました。１８節備品購入費は、おひさまひろばの遊具を買わせていただく予定

となっております。以上が、高田保育所の所管です。よろしくお願いいたします。 

○委員長（岩永政則委員） 

説明が終わりましたので、ただいまから質疑を受けたいと思います。１３ページ、ス

ポーツ振興センター関係ですね。それから１５ページ、児童福祉使用料、いいですか。 

それでは歳出に参りますが、８８、８９、高田保育所。ありませんか。いいですか。

次のページ、９１ページ、保育士が８４０円から８８０円ですね。他は例年どおりとい

うことです。次に９３ページ、ありませんか。いいですか。 

浦川委員。 

○委員（浦川圭一委員） 

８９ページ１節の保育専門員ですね。それと９１ページの７節の賃金の保育士の賃金、

ここはそれぞれ人数を教えてもらってよろしいでしょうか。 



○委員長（岩永政則委員） 

松尾所長。 

○参事（松尾郁子君） 

保育専門員は５名です。臨時職員の方は保育士２０名、看護師２名、栄養士１名、保

育補助が２名です。 

○委員長（岩永政則委員） 

他に質問ありませんか。 

堤委員。 

○委員（堤理志委員） 

こども政策課と高田保育所の両方絡むのかをちょっと質問したいんですが、町長の施

政方針の中で発達障害児の福祉向上を目的に保育所等々を巡回するということなんです

が、この活動の中で高田保育所は何らかの役割があるのかどうか。そこだけお伺いした

いと思います。 

○委員長（岩永政則委員） 

村田課長。 

○こども政策課長（村田ゆかり君） 

巡回支援専門員の整備事業ということで、ひばり学級の方で事業の方を担っていただ

くということを考えております。ひばり学級で今まで働いてた方に、保育園の方を巡回

をしてもらうということになっております。以上です。 

○委員長（岩永政則委員） 

他にありませんか。 

中村委員。 

○委員（中村美穂委員） 

９３ページの備品購入費、おひさまひろばの遊具ということで説明されましたけれど

も、どのようなものを購入される予定でしょうか。 

○委員長（岩永政則委員） 

松尾所長。 

○参事（松尾郁子君） 

木製の滑り台を購入予定です。平成１８年の開設当初購入したものが老朽により使え

なくなりましたので、交換のために購入させていただきます。 

○委員長（岩永政則委員） 

他にありませんか。 

そしたら、保育所関係につきましては、終わりたいと思います。 

続きまして、こども政策課から他についての説明を求めます。 

村田課長。 

○こども政策課長（村田ゆかり君） 



それでは改めましてこども政策課所管につきまして、御説明をさせていただきます。 

歳入総額が１９億４,５３８万５,０００円、対前年度比２,０９４万７,０００円、約

１.１％の増額でございます。主な要因として障害児通所給付関係が福祉課から移管を

されたこと、また、保育所運営費負担金と児童館費の一部を補助対象としたことから増

額となっております。歳出総額は２９億３４５万２,０００円、対前年度比１億２,４７

６万２,０００円、約４.５％の増額となっております。主な要因としましては障害児通

所給付関係が福祉課から移管されたことと保育所運営費の増加に伴うものでございます。 

それでは説明書に基づきまして御説明をさせていただきます。歳入で１２、１３ペー

ジをお開きください。１１款１項１目民生費負担金のうち１節と２節がこども政策課所

管でございます。１節の児童福祉費負担金（保育料）につきましては前年度より３,０

９８万円増額としておりますが、今年度の実績見込みに定員増の分をプラスして計上し

ております。次に２目１節衛生費負担金、養育医療費保護者負担金がこども政策課所管

です。次に１２款１項２目民生使用料です。１４、１５ページをお開きください。２節

児童福祉使用料がこども政策課所管分でございます、高田保育所の保育料をはじめとし

た各種使用料でございます。 

次に１８、１９ページをお開きください。１３款１項１目１節社会福祉費負担金の２

行目、障害者自立支援給付費負担金のうち５６万２,０００円がこども政策課所管分で、

育成医療費の国庫負担で補助率は２分の１となっております。それから３行目、障害児

入所給付費等国庫負担金は、３０年度から福祉課より事務移管となっております。補助

率は２分の１です。次に２節保育所運営費負担金と３節児童手当負担金がこども政策課

所管分でございます。２９年度実績見込に定員増の分をプラスして計上しております。

児童手当も実績見込により算出をしております。次に２目１節保健衛生費負担金がこど

も政策課所管です。未熟児養育医療費の国庫負担金で補助率は２分の１となっておりま

す。未熟児養育医療費は年々増加傾向にございます。次に２項２目２節児童福祉費補助

金がこども政策課所管です。子ども子育て支援交付金は、地域子ども子育て支援事業に

対する国庫負担で補助率は３分の１となっております。子育て支援センターや放課後児

童クラブの増設により、１,２６２万５,０００円の増額となっております。次に４目４

節住宅費補助金です、２０、２１ページをお開きください。１番上の３世代同居・近況

促進事業補助金がこども政策課所管です。昨年同様５件分を計上をしております。補助

率は２分の１の４５％で、２２.５％となっております。５目３節の幼稚園費補助金が

こども政策課所管です。補助率は３分の１以内となっております。次に３項２目２節児

童福祉費委託金１９万３,０００円がこども政策課所管です。特別児童扶養手当に係る

事務委託金でございます。 

１４款１項１目１節社会福祉費負担金の２行目の障害者自立支援給付費負担金のうち

２８万１,０００円がこども政策課所管です。育成医療費の４分の１県費負担金です。

４行目の障害児通所給付費等負担金も４分の１県費負担金になります。次に２節保育所



運営費負担金と３節児童手当負担金がこども政策課所管です。２節保育所運営費負担金

は４分の１県費負担、２行目の施設型給付費と事業費補助金は、１号認定子どもの地方

負担部分に係る２分の１県費負担金となっております。次に２目１節保健衛生費負担金

がこども政策課です。未熟児養育医療費の４分の１県費負担金です。２２、２３ページ

をお開きください。２項２目１節社会福祉費補助金の４行目から６行目がこども政策課

所管です。小児慢性特定疾病児日常生活用具給付費は４分の３県費補助、乳幼児ひとり

親の福祉医療費補助金、軽度・中等度難聴児補聴器購入費助成事業補助金は２分の１県

費補助で例年並みとなっております。次に２節児童福祉費補助金は、全てこども政策課

所管です。１行目の放課後児童健全事業費補助金は、母子家庭に対する保育料の補助で

県費２分の１となっています。ほのぼの育成事業も２分の１、保育対策総合支援事業費

補助金が３分の２県費補助で、いずれも認可外保育所に対する補助金となっています。

４行目の子ども子育て支援交付金は県費３分の１補助で、国庫同様、子育て支援センタ

ー及び放課後児童クラブ補助金の増額により、１,２６２万５,０００円増額となってお

ります。２４、２５ページをお開きください。６目１節住宅費補助金の２行目、長崎県

３世代同居・近居促進事業補助金がこども政策課所管で２分の１補助となっております。 

３２、３３ページをお開きください。１９款５項１目１節雑入の中段より少し下の養

育医療費返還金がこども政策課所管です。養育医療費が確定した後に、福祉医療費負担

分を充当するものです。３４、３５ページをお開きください。下から１１行目、保建事

業参加者負担金のうち１１万５,０００円がこども政策課所管です。離乳食教室など母

子保健事業の参加者負担金です。４行下の放課後児童クラブ光熱水費負担金がこども政

策課所管です。児童館等にあります放課後児童クラブからの水道光熱費分の受入れです。

歳入は以上です。 

続きまして歳出、７６、７７ページをお開きください。３款１項１目社会福祉総務費

のうち１節報酬の４行目児童虐待防止専門員と５行目の要保護児童対策地域協議会委員

報酬がこども政策課です。児童虐待防止専門員は２９年度まで臨床心理士で対応してま

いりましたが、３０年度より助産師で対応する予定です。特に産前産後のフォローの強

化、そして相談業務だけでなく地域ネットワーク構成員のさらなる連携強化と担当職員

の専門性強化を図り、児童虐待の早期発見、早期支援にとどまらず、発生予防に努めて

まいりたいと思っております。補助金も２分の１国庫補助から国、県３分の２補助事業

へと移行し、財源確保にも努めております。４節共済費の２行目社会保険料は虐待防止

専門員に係る分でございます。７節賃金は、いずれもこども政策課所管で、乳幼児、ひ

とり親、子どもの福祉医療費に関する事務をお願いをしております。次に９節普通旅費

のうち１万６,０００円と研修旅費は８万４,０００円全額、費用弁償のうち８万９,０

００円がこども政策課所管です。いずれも要保護児童に関するもので、特に研修旅費に

つきましては、職員の専門性強化のため児童福祉士任用資格取得のための研修会等を受

講予定としております。１１節需用費の消耗品費のうち２万６,０００円、７８、７９



ページに行きまして、印刷製本費の２７万４,０００円がこども政策課所管です。福祉

医療費の受給者証や封筒代が主なものになります。次に１２節役務費の審査支払手数料

もこども政策課です。乳幼児医療費の現物給付に係る手数料となっております。次に１

３節委託料の２行目、福祉医療費システム保守委託料と３行目、福祉医療費システム改

修業務委託料がこども政策課所管です。システム改修は、新しい元号に対応するための

プログラム改修です。次に１９節の下から３行目、長与町福祉団体育成補助金のうち２

４万円がこども政策課所管です。長与町母子寡婦福祉会の活動補助金と３０年度は県大

会の開催町となっております。次に２０節扶助費のうち下から２行目の小り災見舞金以

外がこども政策課所管です。各医療費は、２９年度実績見込から試算をしております。

次に２目障害者福祉費のうち障害児に関する部分がこども政策課となります。１節報酬

費、１行目のひばり学級療育指導員報酬がこども政策課所管です。臨時職員５名の方に

サポートをしていただいております。８０、８１ページをお開きください。８節報償費

は、どちらもこども政策課所管です。小児科医師や言語聴覚士の先生方に定期的に指導

に来ていただいたり、発達障害の理解を深めるための研修会を開催する予定です。９節

普通旅費のうち１万３,０００円、費用弁償のうち１８万６,０００円がこども政策課で

す。１１節需用費の消耗品費のうち２３万４,０００円、食糧費のうち３万円がこども

政策課です。ひばり学級の訓練用の教材等になります。１２節役務費の１番下と下から

２行目がこども政策課所管です。通所給付費と育成医療費の事務手数料となっておりま

す。１３節委託料の下から５行目のひばり学級施設管理委託料とその下のひばり学級療

育指導業務委託料がこども政策課です。療育指導業務は４人分の人件費でございますが、

３０年度から国、県の補助対象事業である障害者総合支援法の中の地域生活支援事業と

して２名分を補助対象とし、新たな取組を行う予定となっております。保育園や放課後

児童クラブなどを巡回し、発達障害児等の適切な関わりを支援することとして、新たに

３３５万７,０００円補助金をいただくことといたしております。次に１４節使用料及

び賃借料のうち自動車借上料がこども政策課です。次に８２、８３ページをお開きくだ

さい。１８節備品購入費６万１,０００円がこども政策課所管です。次に２０節扶助費

の上から８行目、小児慢性特定疾患児日常生活用具給付費と下から６行目の障害児通所

給付費、５行目の軽度・中等度難聴児補聴器購入費助成金、その下の育成医療費がこど

も政策課所管になります。障害児通所に関する事務は、相談から調査と審査までをこど

も政策課で、給付事務を福祉課で執り行っておりましたが、３０年度から給付まで一貫

してこども政策課で行うこととなりました。 

次に８６、８７ページをお開きください。３款２項１目児童福祉総務費は全てこども

政策課所管です。前年と比較して１億７,７２７万４,０００円減額となっております。

変更点について節ごとに説明をしたいと思います。１節報酬の３行目、子ども・子育て

会議委員報酬は例年年１回の開催としておりますが、３０年度は第２期子ども・子育て

支援事業計画策定準備として年３回開催予定としております。１３節委託料の１行目、



ファミリー・サポート・センター事業につきましては、昨年登録会員の増員を目指しま

して、協力会員育成のための研修会を複数回にわたり開催するなど取組を行うために増

額をいたしましたが３０年度は例年並みの委託料に戻しております。３行目の子ども・

子育て支援事業基礎調査委託料は第２期計画策定に当たりニーズ調査を実施する予定で

す。１９節の５行目、放課後児童クラブ運営費補助金は新たに２支援が増え、補助基準

額の増額となったことから約３,０００万の増額となっております。２行下のひとり親

家庭等児童助成補助金は、１人当たりひと月の補助額を３,０００円から満額の５,００

０円に改定をしております。２０節児童手当は実績により約１,０００万減額としてお

ります。８８、８９ページをお開きください。２目児童福祉運営費につきましては、前

年比１億３４４万５,０００円の増額でございます。主な要因は保育園運営補助金の増

額によるものでございます。３０年度はわかば保育園が１０名、それからおおとり保育

園の定員を２０名増員をいたしました。２９年度実績見込みに定員増の分をプラスをし

て計上をしております。次に９２、９３ページをお開きください。児童館費です。変更

点としましては、児童館において子育て支援センター事業を実施することとし、７節の

パート賃金を増額計上しております。９節旅費の費用弁償は、嘱託職員の交通費を３０

年度から計上しております。９４、９５ページの１４節使用料及び賃借料の２行目の自

動体外式除細動器ですが、本体の耐用年数が過ぎたため、費用と管理の面から３０年度

よりリースで対応することといたしました。１８節備品購入費も子育て支援センター実

施に伴い、備品と遊具の購入のため増額計上しております。国、県より補助金を新たに

７４４万８,０００円いただくこととしております。 

次に１０２、１０３ページをお開きください。４款１項２目感染症予防費ですが、７

節の賃金、パート賃金のうち５万４,０００円、パート賃金通勤手当のうち４,０００円

がこども政策課です。予防接種の予診票のチェックをお願いをしております。９節普通

旅費のうち９,０００円、研修旅費のうち１万円、１１節消耗品費のうち９万１,０００

円、印刷製本費のうち３３万３,０００円、１３節予防接種委託料のうち１億１,７２３

万４,０００円、２０節の予防接種助成費がこども政策課所管です。感染症予防費につ

いては昨年並みの計上となっております。次に３目母子衛生費です。全てこども政策課

所管です。節ごとに変更点を説明をしたいと思います。１節報酬の子育て相談専門員は、

子育て世代包括支援センターで雇い上げている保健師と保育士１名ずつとなっておりま

す。４節共済費は、相談員２名と育児代替パートの３名分です。７節のパート賃金は、

包括支援センターの補助職員として雇用したいと考えております。育児休業等代替職員

は、母子保健係の保健師が３月より産休に入っておりまして、３０年度丸々代替職員と

なります。８節報償費の医師等謝礼につきましては、母子の健診事業に保健師や栄養士

他たくさんが専門職の方がスタッフとして御協力をいただいております。各専門職のス

キルアップを図るための研修会を実施をしたり、気になるケースのフォロー教室の開催

回数を増やす計画としております。９節旅費から１２節役務費までは、シーリングに伴



い減額をしております。９節旅費の費用弁償だけが３０年度より報酬支払いの者に対し

て、交通費を支給することとなったため増額計上をしております。１３節委託料は例年

並みです。１０４、１０５ページをお開きください。１４節は例年並み、１８節備品購

入費は、要フォロー者との連絡ツールとして電話やＬＩＮＥを使用するためのスマート

フォンの購入と、戸別訪問した際の相談対応時に分かりやすい説明をするため、タブレ

ット端末を購入する予定としております。１９節は例年並み、２０節は里帰り出産をさ

れる方のための妊婦健診費と養育医療費が増加傾向にあるため増額計上しております。 

次に１６４、１６５ページをお開きください。１０款４項１目幼稚園教育振興費が全

てこども政策課所管です。１９節負担金、補助及び交付金の１行目、幼稚園就園奨励補

助金が前年度より１４２万９,０００円減額としております。実績に伸び率を乗じて計

上をしております。 

次に平成３０年度の主要な施策に関する説明書の１５、１６ページをお開きください。

こども政策課の主要な施策としましては、５項目掲載をさせていただいております。１

つ目が子どもを守る地域ネットワーク機能強化事業に新たに取り組むこととしておりま

す。要対協をはじめ地域ネットワーク構成員のさらなる連携強化と担当職員の専門性強

化を図り、児童虐待の早期発見、早期対応と発生予防に努めるようにしております。２

つ目は新規事業で、自立支援法の中の地域生活支援事業の任意事業であります巡回支援

専門員整備事業に取り組みます。保育所や放課後児童クラブを巡回し、障害が気になる

段階から適切な関わりができるように支援を行うこととしております。３つ目は放課後

児童健全育成事業について、３１年度まで５年間の経過措置期間を前倒しして、放課後

児童クラブの整備を完了いたしました。３０年度から２クラブ増えたことと補助基準額

の増額により運営補助金が前年度より３,２００万ほど増額となっております。４つ目

は優先課題であります保育の受け皿確保に取り組み、保育所と認定こども園の運営費補

助金が例年増額となっております。３０年度は対前年度比１億３００万ほど増額となっ

ております。５つ目は児童館の事業内容の見直しを図り、より身近な児童館において子

育て支援センター事業を実施することといたしました。各種事業の見直しを図ったこと

で３０年度は新たに１,０８０万５,０００円の財源確保に努めました。 

以上がこども政策課所管分です。御審議のほどよろしくお願いいたします 

○委員長（岩永政則委員） 

説明が終わりまして、ページを追っていきましょうか、多いですからね。もう一括で

もいいというふうに思ったんですけども、１ページずつ追いますからその都度、質疑を

受けたいと思います。 

１３ページ、質疑ありませんか。児童福祉費負担金、滞納関係ですかね。いいですか。

次に１５ページ、1 番上の児童福祉使用料、保育料ですね。延長保育、一時預かり、い

いですか。それから１９ページ、社会福祉費負担金、障害者自立支援関係、障害児関係、

運営費補助、児童福祉費補助金の真ん中、子ども子育て支援交付金です。いいですか。 



金子委員。 

○委員（金子恵委員） 

１９ページの保育所運営費負担金ということで、定員増を見込むということですけれ

ども、現状が今までそう大して待機児童も無く、されてたかと思うんですけど、この運

営費の負担増っていうのは、そこの定員というか、子どもたちの多い少ないに関わって

くるかと思うんですけど、その現状と今後の傾向をお教えていただければと思います。 

○委員長（岩永政則委員） 

村田課長。 

○こども政策課長（村田ゆかり君） 

子どもの定員に関しましては、今年度３０名増員という形で運営をしたいと思ってお

ります。その分が丸々と、処遇改善によって補助基準単価っていうものが上がっており

ます。そこの部分で１億という形になっております。今後の方向ですけれども、入所希

望者数っていうのは年々増えておりまして、あと２７年度の新制度になりましてから入

所要件が緩和されたことに伴って年々増加をしてるというところと、あと、どうも幼稚

園から保育園の方に入所申し込みが流れているような傾向もございます。ですから、以

前は３歳未満児が増えてるような状況でしたけれども、３歳以上の方も増えてきてる。

全体的に保育所の申し込みが増えているような状況でございます 

○委員長（岩永政則委員） 

いいですか。１９ページ、次に２１ページ、ありませんか。それじゃ２３ページ、社

会福祉費補助金の小児慢性からですね。これは３行同じでしたね。それから、下の児童

福祉費補助金、これも３行ですね。認可外からでしたかね。放課後もだから全部ですね。 

堤委員。 

○委員（堤理志委員） 

２３ページの児童福祉費補助金の中で、保育対策総合支援事業費補助金というところ

は、認可外の部分に係る補助ということで御説明いただいたんですが、認可外がこの数

年で止めたりというか、増減があってるかと思うんですが、３０年度何園ぐらい本町で

あるのかですね。いかがでしょうか。 

○委員長（岩永政則委員） 

村田課長。 

○こども政策課長（村田ゆかり君） 

認可外は２園と、４月から企業主導型保育ということで、のぞみの杜の所に「もりの

ほいくえん」というのが１か所新しく開設をしまして、３０年度からは３か所という形

になります。 

○委員長（岩永政則委員） 

いいですか。次、行きます。２５ページ、住宅費補助３世代同居関係ですかね。いい

ですか。３３ページ、雑入関係ですね。いいですか。３５ページ。 



堤委員。 

○委員（堤理志委員） 

ちょっと的外れかもしれないんですけれども、２５ページの住宅費補助金で３世代同

居・近居促進事業、これがこども政策課ということなんですが、ちょっと違和感がある

というか、むしろ企画とか、そっちのそういう定住促進関係じゃないかと思うんですが、

なぜ内部でどういう協議で、確かに３世代の子どもということだというのは若干分かり

はするんですけど、定住促進とかという関係で言えば違うんじゃないかなっていう気が

するんですが、いかがでしょうか。 

○委員長（岩永政則委員） 

村田課長。 

○こども政策課長（村田ゆかり君） 

確かに最初にこの事業が新しくスタートします時に、県のこども政策課の方と住宅課

の方と、住宅課からは建設部の方に、こども政策課からは、こちらのこども政策課の方

にそれぞれ新しい事業が始まりますってことで案内が参りました。一応話し合いは庁舎

内ではしたんですけども、子どもの福祉の増進に係るものということで新しく２８年度

からこども政策課ができて、子どもに関することを一括してするんであればっていうこ

とで、ここはこども政策課ということで説明会に参りました。説明会に参った時には、

県内ほとんど子どもの関係の所管が参ってはいたんですよ。ところが蓋を空けましたら、

実際は所管が半分以上が住宅関係ということで、建設部の所管の所が担当になっていた

っていうことで、言われるように制度の趣旨からしてどうなのかなというところはあり

ますけども、子育て世代を支援するっていう形で、こども政策課の方で担当させていた

だいております。 

○委員長（岩永政則委員） 

堤委員。 

○委員（堤理志委員） 

冒頭の説明でも感じたんですが、非常にこども政策課の抱えてる事務量というのはも

のすごい膨大で、障害関係からいろんな児童福祉、子育て支援、かなり膨大な中でこれ

を受けているということで、また、部長の方でも十分その建設関係と、本当に事務量が

適切な負担なのかということは、やはりもう少し検討した方がいいのかなと、今のお話

でもそういう気がするので、その辺りはここで是非、部、課の会議などでも話し合って

みたらいかがかと思いますが、いかがでしょうか。 

○委員長（岩永政則委員） 

森川部長。 

○住民福祉部長（森川寛子君） 

ありがたいお言葉ありがとうございます。この事業自体が３年間で終わる事業で、３

０年度で終了するという事業ではあります。確かにこども政策課ということで、子ども



の事業に特化したっていうところで、子どもに関することが全て来ているような状況で

はあります。職員はそれに真摯に向き合って対応をしてくれてるんですけども、確かに

これも子どもっていう時が時々ありますので、その辺りについては部長会議等できちん

とした形で事務分担とかいうのをきちんとしていきたいと思っております。以上です。 

○委員長（岩永政則委員） 

元に戻りまして３５ページ。歳入はこれで終わりですね。 

続きまして歳出にまいります。７７ページ、社会福祉費１項、報酬関係、それから共

済、賃金、旅費、多岐にわたって少しずつ計上してあるようです。 

堤委員。 

○委員（堤理志委員） 

７７ページの報酬の中で児童虐待防止専門員報酬をこれまで臨床心理士の方でやって

たのを助産師の方へお願いする。そっちの方が専門的だということでお話があったんで

すが、ここのところもう少し詳しく、児童虐待って保護者の問題じゃないかなという気

がするんですが、助産師となればどちらかというと、その子どもの方に視点が行くのか

なと。ちょっとよく分からないというか、こっちの方がより効果があるというふうに判

断したところの理由を説明をいただきたいと思います。 

○委員長（岩永政則委員） 

村田課長。 

○こども政策課長（村田ゆかり君） 

児童虐待に関しましては、非常に低年齢化が進んでおりまして、虐待で亡くなられた

子どものうち０歳というのが半分をちょっと超えるぐらいです、その中でも、生後１、

２か月っていうところが多くなってるというところで、妊婦の時期から出生後間もなく

の間というのが、１番産後うつであったりとか、そういったところで児童虐待なりやす

いっていう傾向が今あるということが言われております。尚且つお母さんのフォローの

部分ですね、お母さんに寄り添い型で助産師が妊娠前から産後間もなくまで、フォロー

がきちんとできるということ。そして、アンケート調査をちょっとさせていただいたん

ですけれども、子育てにおいていつの時期が１番辛かったですかっていうのをアンケー

トをさせていただいたときに、やっぱり産後３、４か月までが非常にきつかったってい

うお答えもいただいております。今までお願いをしておりました臨床心理士につきまし

ても、すごく相談業務が長けておりまして、お母さんの気持ちを上手に引き出していた

だいてて、助かっておりました。この方には、おひさまひろばの方の個別の相談の方に

回っていただくということを考えておりまして、新たに助産師の方に妊娠期から子育て

期までっていうところでお願いをしたいなというふうに思っております。以上です。 

○委員長（岩永政則委員） 

堤委員。 

○委員（堤理志委員） 



具体的に御説明いただいて理解はしたんですけれども、今回予定している助産師のス

キルといいますか、やはり助産師だからというよりも、むしろその方のキャリアといい

ますか、経験、この辺りはいかがなのか、大丈夫なのかですね。 

○委員長（岩永政則委員） 

村田課長。 

○こども政策課長（村田ゆかり君） 

この助産師が２９年度まで利用者支援事業ということで対応していただいた助産師に

なります。もう長与町でももう５年ぐらい勤務をされていらっしゃいまして、ずっと相

談業務から入っていただいたんですけれども、見ておりまして非常にこうケースワーク

に優れている方だなっていうふうに認識をしております。全体的にこの方にどういった

支援が必要かっていうのを的確にアドバイスをすることができる人ということで、こち

らの虐待の方でお願いをしたいというふうに思っております。以上です。 

○委員長（岩永政則委員） 

他にありませんか。７７、次行きます、７９ページ。いいですか。８１ページ、ここ

もそれぞれ福祉課とこども施策課が計上しておるようです。いいですか。８３ページ、

１番上の備品購入、それから扶助費の下段の方、２、３あるようです。いいですか。 

堤委員。 

○委員（堤理志委員） 

８１ページ、委託料の中でひばり学級関係の部分が入っております。主要な施策の中

でも巡回支援専門ですたいね。ここは新規事業でされる中で、ひばり学級さんの方にこ

れを担っていただくということだったんですが、ここでは、町内の保育所、それから放

課後児童クラブなどを訪問するということなんですが、気になるのが、保育所、放課後

児童クラブだけじゃなくて、いわゆる障害児通所が今、この数年でかなり増えてきて、

むしろそっちの方の適切な対応がなされてるのかっていうことが今、社会問題といいま

すか、なってるんじゃないかと思うんですが、そういう障害児通所の部分というのは、

今回のこの巡回の中では入ってこないものなのか。この辺りはいかがでしょう。 

○委員長（岩永政則委員） 

村田課長。 

○こども政策課長（村田ゆかり君） 

元々障害児通所給付費を払ってしていただく所も、元々療育の専門というところでお

願いをしてるところで、本来は今、新聞報道であるようなことがあってはいけないとい

うふうに思っております。基本としては、通常の特別な場所で療育を受ける場所での指

導ということよりも、通常の生活をされている保育園とか、放課後児童クラブの方で指

導員とお子さんとの適切な関わりであったりとか、子どもを見る中でこちらの気づきを

少しずつ子どもとの関わりについて指導をしてきたいなというふうに思ってはおります。

また、通所の事業所の方とも連携を今現在もとらせていただいておりまして、そちらの



方にも必要であれば伺わせていただきたいというふうには思っております。 

○委員長（岩永政則委員） 

他にないですかね。８７ページ、児童福祉費、民生費の、これ全部こども政策課です

ね。８７ページ、８９ページ、２ページ一括して結構です。ありませんか。他にありま

せんか。８７、８９ですね。いいですか。９１ページ、９１から９３。 

分部委員。 

○委員（分部和弘委員） 

１点だけ、保育士関係でちょっとお伺いいたしますけども、全国的に保育士不足で閉

園する園も出てきてる状況の中、長与町の状況と長崎県の状況、そこら辺分かればお聞

きしたいと思います。 

○委員長（岩永政則委員） 

村田課長。 

○こども政策課長（村田ゆかり君） 

長与町内の保育園の方にお尋ねをしましたら、確かに３０年度の雇用の部分で応募総

数が非常に少なかったということで、非常に保育士の確保に苦慮をされてるっていうこ

とを前回の園長会議の中で聞いております。２９年度までは確保ができていたけれども、

３０年度はちょっと難しくなってきましたということを聞いてます。その一因としまし

ては、やはり保育士が活躍する場っていうのが非常に増えたきたなということを思って

おります。例えば障害児の通所の所であったりとか、保育士を必要とする場が非常に保

育園以外の所でも増えてきたなというふうに考えております。県内の状況としましては、

保育士の登録制度ということを県が主体となってやっていただいておりまして、そちら

の方に長与町の方も手を挙げさせていただいて確保ができないかなということで相談を

させていただいておりますけれども、高田保育所で言えば今回１名だけそちらの県の人

材バンクの方で１人確保をさせていただいているような状況です。町内見回しましても

奪い合いみたいな感じになってるなというのは、非常に感じているような状況です。 

○委員長（岩永政則委員） 

他にありませんか。９１ページ、９３ページまでですね。９５ページ。 

堤委員。 

○委員（堤理志委員） 

児童館費の中でお伺いをしたいんですけれども、地域子育て支援拠点事業ということ

で、児童館を拠点にやっていくという御説明をいただいたんですが、私の子どもも地域

の児童館で大変お世話になって、非常にいろんな催し物があるという案内が来て、友達

同士で喜んで出かけて行ったという経験があって、非常にありがたい施設だなというふ

うに思ってるんですが、今までもそういう拠点としてやっておられたと思うんですけれ

ども、今回、どこがどういうふうに変わったのかというのをもう少し御説明いただけれ

ばと思います。変わるのかですね。 



○委員長（岩永政則委員） 

村田課長。 

○こども政策課長（村田ゆかり君） 

児童館も子どもが利用できる施設っていうところで、以前から拠点とほぼ同じような

事業をしておりました。ただ、これまで児童館費っていうのが全部一般財源でやってた

ものですからその拠点事業に乗るためにベビーベッドの設置ですとか、おむつ替えだっ

たりとか、そういった備品の関係ですとか、あと人員も２名体制ということで児童館の

先生方も元々２名いらっしゃるので、先生がいらっしゃらないときにはパートを補充し

たりですとか、そういった人員体制と施設の整備の部分ができれば十分この補助事業に

乗っかるというところで、少し整備をさせていただいて、きちんと今までもしてはいた

んですけども、拠点事業ということで補助事業に乗せていければなと思っております。 

○委員長（岩永政則委員） 

堤委員。 

○委員（堤理志委員） 

率直に言って補助事業に乗ることによってどういうふうに変化するのか。素人で申し

訳ないんですけれども、ちょっと具体的にどんなになるのか。 

○委員長（岩永政則委員） 

村田課長。 

○こども政策課長（村田ゆかり君） 

就学前のお母さんたちは、子育て支援センターってものすごくよく御存じなんですよ。

そこにやっぱり行こうってされるお母様たちがいらっしゃいます。児童館は小学生が行

く所っていう認識がすごく多いなというのを感じてまして、児童館、元々１８歳未満の

子どもが利用できますということで、もちろん就学前の子どもも利用できますってこと

でこれまでもＰＲはしてきたんですけれども、今後はもっと乳幼児のお母さんたちが行

ってもいいんだよっていうのをもっと全面的にＰＲをしていきたいなということで、拠

点事業という名目をしっかり掲げさせていただいて、それなりの施設の準備もしていき

たいなというふうに思っております。 

○委員長（岩永政則委員） 

金子委員。 

○委員（金子恵委員） 

今の堤委員の質問にちょっと関連なんですけれども、児童館には、すぐ上に学童があ

ったりとかいう施設もあるんですけれども、結局、学童が狭いもんだから児童館を占領

している、やっぱり小さいお子さんを連れた方が、午前中は行けるけど昼からは行けな

いというところでの使い分けっていうか、そのすみ分けみたいなのができてない所もあ

ろうかと思うんですけど、その辺りの学童と児童館という、差別ではないんですけど、

区別って言うんですか、そういうのっていうのはどういうふうにお考えなんでしょうか。 



○委員長（岩永政則委員） 

村田課長。 

○こども政策課長（村田ゆかり君） 

今回の子育て支援センターが、まず、おひさまひろばとかでしてるものが一般型と言

われてて、例えば週５日の５時間運営しなさいということが謳われてます。今回、児童

館でする分は連携型ということで、週３日３時間以上開設をしていけばオーケーという

ような補助事業となっております。子どもたちは通常はもうお昼から来られますので、

１０時から２時ぐらいまでは主に乳幼児の子どもを、お昼からは小学生の子どもをとい

うことで、ちょっと通常の日は、時間的なすみ分けをしたいなというふうに思ってはお

ります。児童館と学童のすみ分けということですけれども、児童館全体はもちろん一般

の方も使っていいですし、児童館の方も使っていいということになっておりますので、

通常はもう混在して遊んでいるような状況です。ただ御飯を食べる時間とか、おやつの

時間とか、時間によっては、時間帯を区切ってここからここまでの時間は児童クラブの

方で過ごしてくださいということを児童館の先生と学童の先生と協議をしながら、すみ

分けの方はさせていただいているような状況にあります。 

○委員長（岩永政則委員） 

いいですか。 

浦川委員。 

○委員（浦川圭一委員） 

児童館費の報酬なんですが、先日、他の所管で管理公社の職員の給与等の見直しをし

たっていうふうなことがあったんですが、ここは管理公社の職員でないというのは存じ

上げておるんですが、常々思いますのは、同じ町の施設の中で働く方々で、給料の基準

の見方が全然ばらばらなんじゃないかなと思っておりまして、どちらがどういうふうに

待遇がいいのかっていうのも分からないんですけども、やっぱり、同じ町のこの施設の

中で、例えば給料とかの見直しがあれば、例えばこの児童館の職員とかは、この見直し

がされたときにそれなりに大きく変わりはしないだろうかとか、一定そういうこの、何

て言うんですか、私はある程度、雇い入れの大本が違っても同じ職員で町の組織で働く

以上は、そんなに変わるべきじゃないと思っておるもんですから、そういった面で、そ

こに何といいますか、今回改正があった分とかも参考にされてこういう報酬とかも決定

がされてるのかどうか、そこら辺の考え方だけお願いします。 

○委員長（岩永政則委員） 

森川部長。 

○住民福祉部長（森川寛子君） 

今回の公社の賃金につきましては、主に学校給食の調理員とそれから図書館とかで働

いている方の給与の見直しということでしたので、今回、保育士とか、そういう方々に

ついては見直しの対象になってなかったので、報酬についての見直しとかは入ってない



んですけども、もし、保育士等の見直し等ありましたときには一緒になって水準を上げ

るっていう形は検討していきたいと思っております。 

○委員長（岩永政則委員） 

いいですか。 

村田課長。 

○こども政策課長（村田ゆかり君） 

管理公社以外の長与町として雇い入れをした分につきましては、専門職を雇い上げて

いる各課集まりまして、上昇率ですとか、いろんな協議をさせていただいて、一緒に予

算要求というのをさせていただいております。ただ今回は、保育士の部分が民間保育所

も処遇改善ですとか、そういったもので非常に上がっておりまして、どうしても高田保

育所の保育士だけが取り残されたような状況で、実際保育専門員の確保もなかなか難し

くなってきていたというところで、保育士の部分だけが認められたと。他の所も予算要

求はさせてはいただいておりました。今回児童館の報酬の方も同じようにお願いをして

たんですけども、なかなか叶わなかったというところです。 

○委員長（岩永政則委員） 

浦川委員。 

○委員（浦川圭一委員） 

分かりました。それとこの事業費の中で、先程歳入の中で光熱水費についての負担を

各児童クラブから行っておるということで、利用費足しこめば大体４００万ちょっとぐ

らいなるんですが、そのうち歳入で１４５万ぐらいの負担金もいただいているというこ

となんですが、この算定はどのように、単純にもう何分の１とかっていう決め方なのか。 

○委員長（岩永政則委員） 

村田課長。 

○こども政策課長（村田ゆかり君） 

児童館の中で学童が使われている面積の按分と、あと利用している子どもの人数割を

掛け合わせまして、負担をしていただいてます。 

○委員長（岩永政則委員） 

浦川委員。 

○委員（浦川圭一委員） 

利用人数でいけば、圧倒的に学童の方が多いと思うんですけども、全体の３分の１ぐ

らいの負担になってるんですよね、今が。１４５万の歳入でここの水道、下水、電気、

ガスを足し込めば、４０８万６,０００円ぐらいになりますので、全体の内の３５％ぐ

らいの負担になってるんで、人数もやっぱり影響してるんですかね。 

○委員長（岩永政則委員） 

村田課長。 

○こども政策課長（村田ゆかり君） 



児童館が５館ございますけれども、上長与児童館というのは、学童が入っておりませ

んので、まずそこが１館は外れるという形になります。あとは一般来館の子どもの数と

学童で利用してる子どもの数との人数で按分をしてるっていうところと、全館の中で学

童の占用面積と全体の面積で按分をしてるという状況でございます。 

○委員長（岩永政則委員） 

いいですか。９５ページ、ありませんか。ないようでしたら１０３ページ、この感染

予防費も、ばらばらですよね。各課ですね。いいですか。それから母子衛生は全部です

ね。こども政策課です。１０３ページ、１０４ページ、１０５ページ。 

金子委員。 

○委員（金子恵委員） 

１０５ページの一般備品購入ということで、ＬＩＮＥ用スマホとタブレットの購入と

いうことですけれども、各何台で通信料は込みなのか、その辺りをお願いします。 

○委員長（岩永政則委員） 

村田課長。 

○こども政策課長（村田ゆかり君） 

スマホとタブレットと１台ずつでございます。この中には通信料は入っておりません。

機種代だけということになります。 

○委員長（岩永政則委員） 

金子委員。 

○委員（金子恵委員） 

ちょっと今の、各１台ずつということで２７万７,０００円ってなんかすごく高くな

いですか、１台ずつで、とちょっと思いましたけれども、これは予算なので買ったとき

にこの金額にはならないということも可能性はありますけど。 

○委員長（岩永政則委員） 

村田課長。 

○こども政策課長（村田ゆかり君） 

スマホの機種代が２万８,２００円、タブレットが２２万８,０００円で見積もりはと

らせていただいております。今後交渉したいと思います。 

○委員長（岩永政則委員） 

歳入歳出さっときましたが、全体を含めて質疑を受けたいと思います。幼稚園費が１

６５ページにあります。報酬費と負担金補助がありましたけども、質疑はありませんか。 

それでは、歳入歳出含めて質疑を受けたいと思います。 

堤委員。 

○委員（堤理志委員） 

こども政策課の方で児童虐待も所管をされてると思うんですけれども、本町の現状で

ネグレクトとか、あるいはそういう虐待、あるいはその恐れがあるような要注意と言い



ますか、そういった状況というのが現在あるのかどうかと、その傾向は増えているのか

減ってるのか、横ばいなのか、この辺り分かればお知らせをいただきたいと思います。 

○委員長（岩永政則委員） 

村田課長。 

○こども政策課長（村田ゆかり君） 

役場以外のいろんな子育て支援機関というのが、保育園とか、幼稚園とか、通所の所

だったりとか、子育て支援機関という所が今、非常に虐待の研修もさせていただいたこ

ともありまして、子育て支援機関というのは、虐待を見つけるように努めなければなら

ないんだよっていうことの勉強会は何度もさせていただいたところもありまして、非常

に皆さん気づきが非常に増えてきております。虐待というのを確信しなくても、虐待が

あってるんじゃないかなという疑いの状況で、役場の方には連絡をしてくださいという

ことでお話をさせていただいております関係から、相談件数っていうのは非常に増えて

いるような状況にあります。小学校ともすごく連携がとれておれまして、小学校の学童

期の今、虐待件数っていうのが増えてきてるなっていうのは感じております。以上です。 

○委員長（岩永政則委員） 

堤委員。 

○委員（堤理志委員） 

増えていると、その数字的なことがなかなか言えないものなのか、地域ごととかいう

ことでは聞きませんけれども、全体的に例えば育児放棄の傾向がどのくらいあるとか、

虐待のおそれがあるということで相談件数が何件とか、その辺りはいかがでしょうか。 

○委員長（岩永政則委員） 

村田課長。 

○こども政策課長（村田ゆかり君） 

２８年度は相談件数が虐待に特化したものが５２件だったんですけども、今年度は相

談に限って言えばもう２００件を超えていたなというふうに思っております。虐待も４

か月に１回見直しをしておりまして、落ちついてきているのか、新たなケースが上がっ

てきたりとかで、こども政策課が要保護児童として見守りをしてる家庭というのは２０

件前後で推移をしているような状況であります。増えたり減ったりというのもあります。

ネグレクトに関しましては、半分ぐらいはネグレクト、今、面前ＤＶで心理的虐待って

いうのが非常に増えておりまして、ネグレクトの部分は、心理的虐待よりも少し少ない

ぐらいの数字で推移をしていたかと思います。 

○委員長（岩永政則委員） 

他に。 

中村委員。 

○委員（中村美穂委員） 

９５ページの１４節使用料及び賃借料でＡＥＤ、自動体外式除細道器賃借料の事なん



ですけれども、ここが高田保育所でもありましたけどリースにされてるということで、

恐らくそのリースにされた方が価格的には安いということでされたのだと思うんですけ

ども、高田保育所は当然１台だろうと思うんですが、リースにされた理由と、どこに置

いていらっしゃるのか、何台ですね。そこを教えてください。 

○委員長（岩永政則委員） 

北野補佐。 

○課長補佐（北野靖之君） 

件数的には、高田保育所とおひさまひろばで１台ずつ２台、各児童館合計５台、実際

はＡＥＤは今回購入し直しということで見積もりをとらしてもらったんですけれどもそ

れがかなり高くて、あとリースを含めて検討して見積もりをとった結果、リースの方が

圧倒的に安いということで、リースに変更をいたしております。以上です。 

○委員長（岩永政則委員） 

他に。 

浦川委員。 

○委員（浦川圭一委員） 

今のこのＡＥＤの、賃借料で上がっておるんですが、今いまこの長期継続契約という

ことで、教育総務課とかは長期契約で例えば５年とかの契約で、この契約に上げてこら

れてるんですよ。この場合、今こちらに上がってる分は単年度ずつ予算を上げて、同じ

賃借契約ですもんね。ここら辺役場の中で統一した意見というのはないんですか。 

○委員長（岩永政則委員） 

北野補佐。 

○課長補佐（北野靖之君） 

今回の契約につきましては、単年度の契約になります。複数年契約で業者にも確認を

したんですけれども、ほとんど変わりませんでした。実際に各所管課において複数年契

約でしてる所もありますので、今回そういったところも全て勉強させていただいてリー

スに変更しております。今後ですけれども、その複数年契約と各所管課とも合わせて研

究をしていきたいと思っております。 

○委員長（岩永政則委員） 

他に、全体的にございませんか。いいですか。 

質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。お疲れさまでした。 

１１時まで休憩をいたします。 

（休憩 １０：４７～１１：００） 

○委員長（岩永政則委員） 

それでは、休憩前に引き続き委員会を行います。 

ただいまから健康保険部に入りますけども、最初に部長から何かございませんか。 



中山部長。 

○健康保険部長（中山庄治君） 

ただいまから説明を課長にさせますので、皆様御審議方よろしくお願い申し上げます。 

以上です。 

○委員長（岩永政則委員） 

志田課長、説明を求めます。 

○健康保険課長（志田純子君） 

皆さんおはようございます。それではただいまから健康保健課所管につきまして歳入

より説明いたします。説明書の１２、１３ページをお開きください。１１款分担金及び

負担金１項負担金１目民生費負担金３節老人福祉費負担金、後期高齢者医療広域連合派

遣職員給与負担金４６７万８,０００円は、当町より長崎県後期高齢者医療広域連合に

１名派遣しております職員の給与及び共済組合等の経費となります。 

次に１８、１９ページをお開きください。１３款国庫支出金１項国庫負担金１目民生

費国庫負担金１節社会福祉費負担金のうち国民健康保険基盤安定負担金３,３６６万８,

０００円は、低所得者の多い国民健康保険に対する国の財政支援分で６,７３３万円７,

４５３円の２分の１が交付額となっており、前年度比２９８万７,０００円、８.１％の

減額となっております。１３款国庫支出金２項国庫補助金２目民生費国庫補助金３節老

人福祉費補助金、老人保健事業推進費等補助金のうち５８１万４,０００円が健康保険

課分となります。同じく３目衛生費国庫補助金１節保健衛生費補助金、疾病予防対策事

業費等補助金２４万６,０００円は、がん検診の総合支援事業に係る補助金で、乳がん

と子宮がん検診の無料クーポン対象者の自己負担分と事務費相当額及び精密検査未受診

者に対する受診再勧奨等に関する事務費相当額の合計を計上しております。次に２０、

２１ページをお開きください。３項委託金２目民生費委託金１節社会福祉費委託金７７

４万円は国民年金に対する事務委託金です。前年度比１１万７,０００円、１.５％減少

しております。 

１４款県支出金１項県負担金１目民生費県負担金１節社会福祉費委託金１億５,９９

５万１,０００円のうち国民健康保険基盤安定負担金は１億４７６万８,０００円で、保

険税軽減分として４分の３、国保財政支援分として４分の１の交付となっており、前年

度比５２１万７,０００円、４.７％の減額となっております。同じく後期高齢者医療保

険基盤安定負担金５,５１８万３,０００円は保険料軽減分として４分の３の交付となっ

ております。前年度比２２１万１,０００円、４.２％の増加となっております。次に２

２、２３ページをお開きください。２項県補助金３目衛生費県補助金１節保健衛生費補

助金のうち健康増進事業費補助金、長崎県フッ化物洗口推進事業費が当課の所管分です。

長崎県フッ化物洗口推進事業費補助金は３４万８,０００円となっており、前年度比４

２万５,０００円、５５％減少しております。県の補助率が２分の１から３分の１に変

更されたことが減額の要因となっております。 



次に２８、２９ページをお開きください。１７款繰入金１項特別会計繰入金２目後期

高齢者医療特別会計繰入金１節後期高齢者医療特別会計繰入金は存目計上いたしており

ます。次に３０、３１ページをお開きください。同じく１７款繰入金２項基金繰入金３

目ふるさとづくり基金繰入金１万２,０００円が当課所管分です。町制施行５０周年記

念事業の一環として、ヘルシーウォーキング大会時、その際の参加賞になります。現在

のところロゴ入り歯ブラシの配布を予定しております。 

次に３２、３３ページをお開きください。１９款諸収入４項受託事業収入１目後期高

齢者医療受託事業収入１節後期高齢者医療受託事業収入１,１１６万１,０００円は前年

度比２６万８,０００円、２.３％減少しております。この事業は長崎県後期高齢者医療

広域連合が行う健康診査事業を受託して実施しております。受診人数を１,３００人と

見込み計上いたしております。同じく５目雑入１目雑入のうち、最下段、後期高齢者医

療制度特別対策補助金のうち１８万９,０００円が当課所管分で、健康診査の追加項目

に対するもの及びポイント事業に対する補助金になっております。次に３４、３５ペー

ジをお開きください。４段目の当番医制事業運営負担金は、西彼杵医師会にお願いして

いる在宅当番医制事業に対して、西海市が８９万円及び時津町が９４万３,０００円そ

れぞれもらっております。事務局である長与町がまとめて支払います。支出に当町分を

含めた分３１５万円を計上しております。さらに４段下の臨地実習受入金５万８,００

０円は、保健師、栄養士、歯科衛生士の学生実習受入の謝金となっております。さらに

５段下の保健事業参加者負担金のうち健康保険課分は１万８,０００円で、学童クラブ

や小学校、ＰＴＡでの調理実習参加費負担金を計上しております。それから、下から２

段目です。後期高齢者医療保険料収納対策補助金１８万６,０００円は後期高齢者医療

広域連合より徴収嘱託員報償費等に対して補助が行われております。 

次に歳出について説明いたします。８４、８５ページをお開きください。３款民生費

１項社会福祉費３目国民年金事務取扱費２節、３節、４節につきましては職員２名分を

計上しております。９節以下の事務費につきましては前年度とほぼ同額を計上しており

ます。５目国民健康保険費３億７４４万１,０００円は前年度比３２８万３,０００円、

１.１％減少しております。２節から４節の人件費につきましては、健康保険部長、健

康保険課長を含めた職員１０名分です。２８節繰出金２億３,５１７万６,０００円は前

年度比７００万３,０００円、２.９％減少しております。これは保険基盤安定負担金の

減少が主な要因です。次に９８、９９ページをお開きください。３款３項３目１３節委

託料１,１２７万円は後期高齢者健康診査委託料で１,５００人分を計上しております。

１９節負担金、補助及び交付金の後期高齢者医療療養給付費負担金４億１６０万７,０

００円は前年度比１,１５７万５,０００円、２.８％減少しております。県広域連合の

試算額のうち負担対象額の１２分の１を町が負担することになっております。同じく後

期高齢者葬祭費は、平成３０年度から国保葬祭費が３万円から２万円に変更になります

ので、後期高齢者葬祭費も２万円に減額いたしました。同じく２８節繰出金９,８６５



万３,０００円は長与町後期高齢者医療特別会計への繰出金で、前年度比９０１万２,０

００円、１０.１％増額しております。主な要因として、後期高齢者広域連合共通経費

及び保険基盤安定負担金の増加によるものです。 

次に４款衛生費１項保健衛生費のうち１目、２目、４目が健康保険課所管分です。ま

ず、１目保健衛生総務費９,２９２万５,０００円、前年度比１,８２０万５,０００円、

２４.４％増加しております。１節から１９節までの主な変更点といたしまして、まず、

２節から４節までは健康保険課職員６人分の人件費になります。平成２９年度より１名

増加しておりますので、その分が増額しております。７節賃金１７３万３,０００円は、

前年度比６８万、６４.６％増加しております。主な要因といたしまして、平成３０年

度の新規事業で健康ポイント事業に係るパート賃金を計上しております。８節報償費２

９２万６,０００円のうち２４８万円がポイント事業関連のものとなっております。講

演会や運動教室時の講師謝礼、測定改善の保健師、管理栄養士等への謝礼、そして健康

ポイント事業に参加し、健康づくりを行った住民の方へのインセンティブとして１人最

高５,０００円相当を設定しております。１１節需用費２６４万９,０００円は前年度よ

り１５３万５,０００円増額しております。健康ポイント事業参加者へ貸与する歩数計

やバーコードカード等の購入費を計上しております。１８節備品購入費５４万５,００

０円はノートパソコン２台分と体組成計２台分の合計額となっております。１９節負担

金、補助及び交付金につきましては、前年度とほぼ同額を計上しております。 

次に１０２、１０３ページをお開きください。４款１項２目感染症予防費７節、９節、

１１節につきましては、前年度とほぼ同額を計上いたしております。１３節委託料１億

４,２１６万８,０００円のうち当所管分は２,４９３万４,０００円です。予防接種委託

料２,０８３万６,０００円は前年度比１０７万３,０００円、４.３％減少しております。

昨年度の接種状況を考慮して高齢者肺炎球菌は１２０人少ない１,５３０人、高齢者イ

ンフルエンザは１１０人少ない５,４５０人分を計上しております。結核検診委託料は

４０９万８,０００円、検診人数を６００名増加し、昨年度よりも１００万２,０００円

増額しております。次に１０４、１０５ページをお開きください。４款１項４目健康増

進費は前年度比３３０万円、６.４％増加しております。主な要因といたしまして、胃

カメラによる胃がん検診を行います。それに伴い委託料が増加しております。現在、町

内の医療機関と詳細について協議を重ねている状況ですが、対象を５０歳以上、実施期

間を２年に１回予定しております。決まり次第広報やホームページを通じて広くＰＲを

行いたいと考えております。 

続きまして、主要な施策に関する説明書の方に移らさせていただきます。２１、２２

ページをお開きください。上段に健康保険課分が記載されております。３款民生費１項

社会福祉費５目国民健康保険費につきましては繰出金を、同じく３項老人福祉費３目後

期高齢者医療費につきましては医療事業を、４款衛生費１項保健衛生費１目保健衛生総

務費は二次救急体制を維持するための病院群輪番制病院負担金を、同じく１目健康ポイ



ント事業を掲載しております。 

次に２９ページをお開きください。特別職費非常勤職員報酬一覧表でございます。下

段の方に健康保険課分がございますが、昨年度と同様でございます。 

次に３９ページをお開きください。補助金・負担金一覧表でございますが、上段が健

康保険課分でございます。後期高齢者医療療養給付費負担金は、県広域連合の試算額の

うち負担対象額の１２分の１を町が負担することになっております。その他、日本看護

協会負担金につきましては１１名分、長崎県市町村保健師会負担金につきましては５人

分、長崎県栄養士会会費につきましては３人分と、それぞれの会費となっております。

病院群輪番制病院負担金につきましては人口数で按分しております。食生活改善推進協

議会の補助金を減額しております。会員の高齢化や就業者の増加により活動量が減少し

たことによるものです。フッ化物洗口推進事業につきましては、現行どおりになってお

ります。以上で健康保健課所管の主なものについて説明を終わります。 

御審議のほどよろしくお願いいたします。 

○委員長（岩永政則委員） 

説明が終わりましたので、ただいまから質疑を受けたいと思います。 

歳入面からいきますが１３ページ、ありませんか。老人福祉費負担金。次に１９ペー

ジ、１番上の負担金、それから真ん中ぐらいの老人福祉費補助金、保健衛生費補助金。

いいですか。次行きます。２１ページ、ほぼ真ん中の社会福祉費委託金、それから１４

款１項１節、１番上。いいですか。次２３ページ、保健衛生費補助金。 

堤委員。 

○委員（堤理志委員） 

２３ページの保健衛生費補助金で、長崎県フッ化物洗口事業補助金が２分の１補助だ

ったものが３分の１になったという御説明ですが、これは県の方が音頭をとってフッ素

洗口をやるということになって、恐らくそのとき２分の１補助しますよという話だった

と思うんですが、この３分の１に減額になったっていうのは、既定のものだったのかそ

れともこの事業始まった後から補助率の減というのは連絡があったのか。これはどうい

う経緯なんでしょうか。 

○委員長（岩永政則委員） 

志田課長。 

○健康保険課長（志田純子君） 

割合につきましては最初から決まっておりました。 

○委員長（岩永政則委員） 

堤委員。 

○委員（堤理志委員） 

事業が開始されたときから何年経過したら補助率を減らしますよってことだったとい

うことですか。ちょっとそこをもう一度お願いします。 



○委員長（岩永政則委員） 

志田課長。 

○健康保険課長（志田純子君） 

始まってから２９年度までの事業になっておりました。最初は２分の１補助というこ

とで入っていたんですけども、３０年度もやっぱりいろいろな市町村の意見もあったと

思います。そういうのを踏まえて県の方であと１年間延長ということで、ただし３分の

１に補助率を落として継続という形になっております。 

○委員長（岩永政則委員） 

他にありませんか。２９ページ、これは存目だけですね。３１ページ、ふるさとづく

り基金１万２,０００円、これだけでしたね。いいですか。３３ページ、後期高齢者の

委託費ですね。それから雑入の１番下ですか。ありませんか。次に３５ページ、雑入の

ほぼ真ん中、保険事業参加者負担金１万８,０００円でした。いいですか。 

それでは歳出に参ります。８３ページ、国民年金事務。それから国民健康保険費です

ね。ありませんか。いいですか。次に９９ページ、後期高齢者医療費、それから４款衛

生費、ありませんか。いいですか。次１０１ページ、健康ポイントが出て参りました。 

金子委員。 

○委員（金子恵委員） 

１０１ページ、１１節需用費なんですけど、この印刷製本費に５０万という金額が上

がっておりますけれども、こちらの内訳の方をお願いしたいと思います。 

○委員長（岩永政則委員） 

志田課長。 

○健康保険課長（志田純子君） 

需要費につきましては、リーフレットの作成を予定しております。健康ポイントのＰ

Ｒのために作成していく予定にしております。 

○委員長（岩永政則委員） 

金子委員。 

○委員（金子恵委員） 

リーフレットということで、そちらの方は何部作成する予定か。それとこの健康ポイ

ント制度に関してのマップを作ると言ってませんでした。そちらの方はどういうふうに

なってるんでしょうか。 

○委員長（岩永政則委員） 

中村補佐。 

○課長補佐（中村宰子君） 

マップの作成も入っております。そちらの方が町制施行５０周年に合わせまして、現

在作成しておりますウォーキングマップをリニューアルするという形で現在準備をして

おります。 



○委員長（岩永政則委員） 

中村補佐。 

○課長補佐（中村宰子君） 

先程御説明いたしましたウォーキングガイドとあと健康ポイントについてのＰＲをす

るためのリーフレットを作成いたします。 

○委員長（岩永政則委員） 

金子委員。 

○委員（金子恵委員） 

１年目が８００人を対象にこの事業を行う予定ということで、８００人だから８００

枚ということはあり得ないかというふうに思うんですけれども、それ以上の感じで、リ

ーフレットから何分の１ぐらいの参加者というふうに見込んで、どのくらいの部数を印

刷しようというふうにお考えなのか、マップに関してはこの印刷製本費の中に含まれて

いるということであれば、マップのデザイン料とかなんとか、そういうものも全て込み

だと思うんですけれども、この５０万で賄うのかっていうところはいかがでしょうか。 

○委員長（岩永政則委員） 

志田課長。 

○健康保険課長（志田純子君） 

まず最初にウォーキングマップは、庁舎内のワーキンググループを中心に今年度ある

程度練ってしまって、そして、３０年度にもう１回それを踏まえて作ろうとしておりま

す。それについては業者の方にある程度出しますけども、役場の方でもかなり形を作っ

て出そうというふうに考えております。部数については、まだちょっと単価等をはっき

り出しておりませんので、何部というのがしっかり言えるような状態ではないです。 

○委員長（岩永政則委員） 

金子委員。 

○委員（金子恵委員） 

部数に関しては今後考えるということで、このマップにちょっとこだわるんですけれ

ども、十八銀行から商店街方向にかけてのっていう物があったかと思うんですけど、こ

ちらの方は、地元の商店主、商工会それらの連携というのはきちんと取れてるんですか。 

○委員長（岩永政則委員） 

中村補佐。 

○課長補佐（中村宰子君） 

商店街とのコラボマップにつきましては、平成２９年度予算ということで上げており

ます。そちらの方が間もなく完成ということで５,０００部作成予定となっております。 

○委員長（岩永政則委員） 

堤委員。 

○委員（堤理志委員） 



１０１ページの使用料及び賃借料でデジタル印刷機リース料、前の予算でも載ってた

のか、ちょっと私見てなかったんですが、担当課でこれを単体でリースをするというと

ころで、その辺りの理由をちょっと教えていただきたいと思います。 

○委員長（岩永政則委員） 

志田課長。 

○健康保険課長（志田純子君） 

デジタル印刷機につきましては健康センターに置いております。その分になります。 

○委員長（岩永政則委員） 

いいですか。そしたら１０３ページ、１０５ページの上段と４目の健康増進費。 

堤委員。 

○委員（堤理志委員） 

１０５ページ、４目１９節のフッ化物洗口推進事業補助金のところでお伺いしたいん

ですが、県の方で計画してた年度はもう終わってたけれども、引き続き３０年度以降も

実施をするということでありますけれども、これ県の事業でされたと思うんですが、実

施期間が一定２９年度で目途がついた段階で、通常例えば長与町が単独でいろんな事業

を実施する場合に事業評価といいますか、事務事業評価というのがなされると思うんで

すよ。県がこの事業やってみて例えばこういう事業をやって、こういう結果っていいま

すか、効果があったとか、言ってみればこのフッ化物洗口をやった効果というものを町

としてどういうふうに把握されてるかどうかですね。 

○委員長（岩永政則委員） 

志田課長。 

○健康保険課長（志田純子君） 

その効果につきましては、まず量的な部分で県内市町村２１市町村ありますけども、

そのうちの何％がフッ化物洗口に取り組んだかっていう報告はあります。それとあと歯

なまるスマイル事業というのがあるんですけども、その中で１２歳のう蝕率とかそうい

うのは出ておりますので、そういうとこを多分県の方は指標として持ってるんじゃない

かと思います。私たちにはそれがフッ化物洗口のために減少したとかいう説明はあって

はおりません。以上です。 

○委員長（岩永政則委員） 

堤委員。 

○委員（堤理志委員） 

以前、説明を聞いたときに私としてはこの事業というのはやっぱり効果はあるんじゃ

ないかと思っているんですよね。効果があったから県も補助率は下げながらも引き続き

市町村に実施してもらうということだったと思うので。説明が県からないというのもち

ょっと県もひどいな。町の持ち出しもあってるので、この辺りがもう少し連携がとれな

かったものか、この辺りいかがでしょうか。 



○委員長（岩永政則委員） 

志田課長。 

○健康保険課長（志田純子君） 

このフッ化洗口の事業っていうのは、とにかく県の目標は１００％というのが目標で

あったと、実施率が１００％を目標にされたっていうのがあります。その効果っていう

ことは、結局う蝕の状況というのが効果になると思います。先程言いましたように、そ

れにつきましては、歯なまるスマイル事業の中でう蝕の状況というのが報告をされてお

ります。ただ、それがフッ化物洗口によるものかっていうところの説明は無いと。ただ、

うちの１２歳児におけるう蝕の状況というのだけはお伝えすることができます。平成２

５年、その時が長与町の１２歳児１人当たりのう歯の本数が０．９本でした。平成２８

年度は１.０６本ということで増加しております。これが先程言いましたようにフッ化

物洗口が全てというわけでもありませんし、１２歳児はまだ始まってなかった児童にな

りますので、そこの部分というのが、小学生の部分ではちょっと計り知れないというの

があります。フッ化物洗口以外に町では幼児を対象にフッ化塗布事業というのをしてお

ります。歯にフッ化物を塗っていく事業なんですけども、これにつきましては明らかに

効果が出てるという状況になっております。ですから洗口の方ももう少し続けていけば

何らか虫歯の状況というのが、評価できるようになるんじゃないかと考えております。 

○委員長（岩永政則委員） 

いいですか。そしたら、歳入歳出全体につきまして、質疑を受けたいと思います。い

いですか。ありませんか。 

質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

健康保険課の審査をこれで終了いたします。お疲れ様でした。 

１３時５分まで休憩します。 

（休憩 １１時４３分～１３時０２分） 

○委員長（岩永政則委員） 

少し早いようですけれども、ただいまから３０年度の予算につきまして審査に入って

参ります。産業振興課について審査を行います。はじめに説明を求めます。 

中嶋課長。 

○産業振興課長（中嶋敏純君） 

こんにちは。それでは平成３０年度長与町一般会計予算、産業振興課所管分の歳入歳

出につきまして御説明をいたします。早速でございますが、事項別明細書により御説明

をいたします。歳入の２０、２１ページをお開き願います。１番下になりますけれども、

１４款県支出金１項３目農林水産業費県負担金１節農業費負担金の８６６万２,０００

円でございますけれども、中山間地域等直接支払交付金８２８万５,０００円につきま

しては、町内４か所の実施されております中山間地域の耕作放棄地発生防止対策に取り

組んでおります。補助率は各３分の１で、国、県の交付金分を計上いたしております。



次に２２、２３ページをお開き願います。１番上になりますけれども、同じく１節の多

面的機能支払交付金の３７万７,０００につきましては三根と横道になります２地区の

１０.９ヘクタールで実施しております農地の維持保全と農道水路等の維持管理に取り

組んでおります。こちら補助率が国が２分の１、県が４分の１の交付金の合計額となっ

ております。次に同じく２節林業費負担金の４２万７,０００円でございますが、森林

整備地域活動支援交付金としまして、平成２８年度から５か年計画で実施しております

けれども、南部森林組合によります町内森林の作業の集約化により効率的な林業生産を

行うために、間伐の実施計画並びに作業路網の整備計画などの実施に向けて、森林経営

計画の作成に必要な調査１７ヘクタールと作業委託３ヘクタールを実施する補助金でご

ざいまして、国が２分の１、県４分の１の合計額の負担金ということになっております。 

次のページにまたがるんですけれども、１４款２項４目農林水産業費県補助金１節農

業費補助金でございます。１番上の農業委員会交付金と下から２番目の農地集積・集約

化対策費補助金は農業委員会所管分でございます。産業振興部所管分は７件で合計５０

９万９,０００円となっています。主なものとしましては、長崎鳥獣被害防止総合対策

事業費補助金２２０万５,０００円、これはイノシシの被害防止のための国庫補助事業

でございまして、イノシシの捕獲報償金１５０頭分、それからワイヤーメッシュ柵２キ

ロ分の購入費の補助となっております。次に２４、２５ページをお開き願います。１番

上の青年就農給付金の１５０万円でございますけれども、平成２８年度から新規就農を

されております農業者１名の国からの経営支援のための給付金となっております。次に

２節林業費補助金、ふるさとの森林づくり事業補助金２３万円につきましては、これま

で森林環境税を活用して長与北小の５年生が県からの直接補助金になりますけれども、

県民参加の森林づくり事業を活用して森林体験学習をされておりましたけれども、この

採択基準が学校関係は除かれまして一般向けに見直されたことを受けまして、小中学校

や高校などが対象となりますふるさとの森林づくり事業への取組へと変更したことによ

りまして、今年度から新規事業ということになっております。次の３節水産業費補助金、

水産多面的機能発揮対策推進交付金の５万円は事業の推進事務費となっております。 

次に２６、２７ページをお開き願います。１４款県支出金３項委託金３目衛生費委託

金１節保健衛生費委託金の市町村権限移譲交付金（鳥獣捕獲）が１,０００円、４目農

林水産業費委託金の５万１,０００円、それから５目商工費委託金の１万４,０００円の

合計６万６,０００円が県からの委託金となっております。 

次に３２、３３ページをお開きください。１番上になりますけれども、１９款諸収入

３項貸付金元利収入１目１節貸付金元利収入でございますけれども、産業振興課所管分

は１行目の小規模企業振興資金預託金元利回収金の３,０００万、それから３行目の小

規模企業創業支援資金預託金元利回収金の２,０００万の合計５,０００万円となってお

ります。これは年度当初に町内の４銀行に預託するそれぞれの回収金となっております。

次に同じく５項１目１節雑入でございます。上から４行目のふれあい農園使用料５４万



８,０００円は町内６地区の使用料ということになっております。次に上から８行目に

なります。火災保険料３０万５,０００円のうち７,０００円が産業振興課所管分で長与

町特産品直売所まんてん分の火災保険料となっております。次に下から４行目の電柱等

設置使用料４万円のうち１万６,０００円が産業振興課所管分でございまして、農産物

加工所の敷地にございます岩崎食品と安田産業汽船の看板占用料となっております。次

に３４、３５ページをお開き願います。中ほどになりますけれども、上から９行目、長

崎県市町村振興協会地域活性化支援事業助成金の３８４万７,０００円のうち産業振興

課所管分としましては、長与川まつりと長与シーサイドマルシェの開催に伴う町のＰＲ

事業費ということで２８４万７,０００円となっております。以上が産業振興所管分の

雑入でございまして、合計が３４１万８,０００円となっております。 

次に歳出でございます。４４、４５ページをお願いいたします。２款総務費１項総務

管理費１目一般管理費でございます。産業振興課所管分では、本町のＰＲ事業としまし

て、９節旅費で１万３,０００円、１１節需用費で３９万３,０００円、１３節委託料で

は、次の４６、４７ページの上の方にありますけれども、八反田公園におきまして中央

商店街のにぎわい創出を目的としております、２９年から始めておりますけれども、イ

ルミネーションの取り付け委託料の５０万、それからこの他１９節負担金、補助及び交

付金では、１番下の行になりますけれども、平成３０年で６回目となりますけれども、

長与シーサイドマルシェ補助金７９万１,０００円を計上いたしております。 

続きまして６６、６７ページをお開き願います。２款総務費２項徴税費１目税務総務

費のふるさと長与応援寄附金関係の経費となります。平成３０年度は寄附額を８,００

０万円と想定し、それぞれの予算を計上しているところです。７節賃金の５０万５,０

００円はパート賃金として１２月と１月の２か月分を計上いたしております。次に１１

節需用費の消耗品費、これは全体額２,７９０万のうち２,６２６万８,０００円を産業

振興課所管分として計上いたしております。これは寄附額に対します返礼品の購入費と

なっております。次に１２節役務費の２,３０２万１,０００円でございますが、主なも

のでは通信運搬費としまして１,６００万を計上しております。これは返礼品の送料代

となっております。次にふるさと納税サイト利用料としまして６７１万１,０００円を

計上いたしております。これはインターネット上のポータル会社への利用料と寄附者側

の方がクレジット決済をされたときの事務手数料ということになっております。次に１

３節委託料でございます。ふるさと納税業務委託料の３５６万４,０００円でございま

す。これにつきましては、寄附申込みから寄附者への返礼品送付まで一連の業務を一括

して代行していただくための委託料となっております。以上が２項徴税費１目徴税総務

費の産業振興課所管分、合計５,３４６万２,０００円ということになっております。 

続きまして１１６、１１７ページをお開き願います。下の方にございます５款労働費

１項３目労働諸費でございます。９節、１１節、１９節が産業振興課所管分となってお

りまして合計額が７９２万７,０００円となっております。主な内容では１９節負担金、



補助及び交付金の高齢者就業機会確保事業費補助金７８３万８,０００円でございます。

これは長与・時津シルバー人材センターへの運営補助金となっております。２９年３月

末の会員数は全体で３９６名、うち長与町では２９２名の方が会員となって雇用が図ら

れているところでございます。 

次に１２０、１２１ページをお開き願います。６款農林水産業費１項２目農業総務費

でございます。２節給料、３節職員手当等は職員１０人分の人件費ということになって

おります。８節報償費の実行組合長報償費５７万８,０００円は町内４４実行組合長に

対する産業振興課所管分の関係文書、調査票等の配布、回収に対します報償費となって

おります。次に３目農業振興費でございます。次のページにまたがりますけど、１２２、

１２３ページをお開きください。１３節委託料の有害鳥獣捕獲業務委託料１４０万２,

０００円はイノシシ等の有害鳥獣捕獲に対します委託料ということになっております。

次にその２つ下になります。農村地域防災減災事業設計業務委託の１２８万６,０００

円は、三根にございます藤ノ棟堤の停滞改修、それから余水吐といいます排水路の改修

工事に伴う設計委託費となっております。次に１５節工事請負費の２００万円でござい

ます。これは農道水路等維持補修費を計上させていただいております。次に１９節補助

及び交付金でございます。下の方から７、８行目になりますけれども、土地改良区農林

漁業資金元利償還補助金でございます。長与木場地区が２,０８７万、長与岡北地区が

１,４４３万２,０００円となっております。次に１２４、１２５ページをお開き願いま

す。上から４行目になりますけれども、農産物集出荷施設整備補助金２６６万５,００

０円でございます。これは平成２３年度に建設をいたしましたＪＡ長崎西彼伊木力選果

場の町内出荷者に対します負担軽減のための補助金となっておりまして、平成３０年度

までとなっております。次に２つ下になります。長与町有害鳥獣被害防止対策事業補助

金の２００万円でございます。これはイノシシ等の被害防止のためのワイヤーメッシュ

柵や電気牧柵等を購入する補助金となっておりまして、町の２分の１の補助分となって

おります。次に１つ飛びまして、ながさき鳥獣被害防止総合対策事業補助金の２２０万

８,０００円でございます。こちらは国事業でございまして、ワイヤーメッシュ柵購入

費とそれからイノシシ捕獲の報償金に対する補助金となっております。次に下から４行

目でございます。中山間地域直接支払交付金の１,２４２万９,０００円は、町内４地区

の１１２ヘクタールにおきまして、農地保全活動費としまして、国、県、町各３分の１

の補助金合計額となっております。以上１９節負担金、補助及び交付金合計額で６,９

７０万７,０００円となっております。続きまして、中ほどにございます４目畜産業費

の９節旅費、１１節需用費の経常的経費と１９節負担金、補助及び交付金では長崎県畜

産協会負担金を計上いたしております。 

続きまして１２７ページ下から始まりまして、林業費の１目林業総務費でございます。 

１２８、１２９ページをお開きください。１３節委託料の林地台帳地図作成業務委託料

の９２万９,０００円は、平成２８年５月の森林法改正に伴いまして森林に関します森



林台帳の整備が創設されたことによりまして、地図と台帳の作成業務を委託するように

なっております。次に１９節負担金、補助及び交付金の１番上にございます長崎県治山

林道協会負担金２９万２,０００円は、これも県の方で行っていただいておりますけれ

ども、平成２６年度から継続事業の嬉里郷の梶原地区、それから今年度、２９年度から

の岡郷の佐敷川内地区の治山事業に伴う負担金となっております。次に下から４行目の

森林整備地域活動支援交付金の５７万円は、町内森林の整備に伴います国２分の１、県、

町各４分の１の補助金合計額となっております。次に、この下になります３項水産業費

１目水産振興費１９節負担金、補助及び交付金の水産多面的機能発揮対策負担金１９０

万円は、大村湾の長与浦におきまして６３.８ヘクタールの漁場環境を改善するための

事業としまして１４５万円、それから平成２９年度から始まっております大村湾沿岸９

市町合同の広域によります環境保全活動に４５万円を計上いたしております。 

続きまして１番下、７款商工費１目１項商工振興費でございます。１３０、１３１ペ

ージをお開き願います。上の方からになりますけれども、１９節負担金、補助及び交付

金でございます。上から４行目の商工会商品券発行事業補助金１２５万円は、今年度も

プレミアム付き商品券２,０００セットの販売を行いまして、町内の消費喚起を図りた

いと思っております。次にその２つ下の商工会組織支援事業補助金３００万円でござい

ます。西彼杵商工会の組織強化と会員サービスの向上に対する運営補助金となっており

ます。次に下から３行目の店舗リフォーム助成金の１５０万円でございますけれども、

町内経済の活性化と町内事業所の経営改善を図るために、町内業者を利用しました店舗

リフォーム事業を今年度も継続して行っていきたいと思っております。次に２１節貸付

金でございます。小規模企業振興資金預託金の３,０００万円は、小規模事業者への運

転資金や設備投資の資金の融資でございます。それから、小規模企業創業支援資金預託

金２,０００万円は、創業される方の資金援助としまして融資を行うためにそれぞれ町

内４銀行へ行います預託金となっております。以上が商工費、産業振興課分、合計６,

０９０万円となっております。次に２目観光費でございます。１９節負担金、補助及び

交付金の長与川まつり補助金４００万円は、長与川まつり実行委員会の運営補助金とな

っております。以上、観光費合計４４４万３,０００円となっております。 

続きまして１８６、１８７ページをお願いいたします。１１款災害復旧費１項１目農

業用施設等災害復旧費でございます。こちらは合計５２０万円を計上いたしております。 

続きまして２０２、２０３ページをお開きください。債務負担行為の関係調書でござ

います。長崎県に対する損失補償、造林資金が２０２から２０４ページまでになります

けれども３９件。次にその下の２０４から２０６ページになります。森林整備活性化資

金が１８件。２０６から２０７ページになります。分収林機能高度化資金が３件、その

下になります、林業経営維持資金が１９件、利用間伐推進資金が１件となっております。 

次に２０８、２０９ページになります。農林漁業資金による耕地等整備元利金補給と

しまして、長与木場、それから長与岡北改良区の２地区分となっております。次に２１



０、２１１ページでございます。上から３番目になります。農産物集出荷施設整備補助

金でございます。これは長崎西彼農協伊木力選果場の建設に伴うものでございます。次

に２１２、２１３ページ。平成２７年度に建設を行いました農産物加工施設整備事業元

利償還補助金でございます。以上が産業振興課所管の債務負担行為の調書でございます。 

最後に平成３０年度長与町一般会計予算に係る主要な施策に関する説明書がございま

す。１７、１８ページに産業振興課所管分を記載をいたしております。また、同じく２

９ページは、特別職非常勤職員報酬一覧及び３５から３８ページになりますけれども、

補助負担金一覧を記載しておりますので御参照いただきますようお願いをいたします。

以上で産業振興課所管分の説明を終わります。御審議のほどよろしくお願いいたします。 

○委員長（岩永政則委員） 

説明が終わりましたので、ただいまから質疑を受けていきたいと思います。歳入面か

ら入って参りますが、２１ページ、１番下ですね。いいですか。２３ページ、農林水産

業、１番上にありますね、県の負担金、１番下の農林水産業費県補助金の農委の分２つ

を除くもの。いいですか。ありませんか。次２５ページ、１番上、青年就農給付金、そ

の下、林業費補助金、水産業費補助金、ありませんか。いいですか。次２７ページ、１

番上の保健衛生費補助金の鳥獣捕獲の分ですね。それから商工費委託金、いいですか。

次行きますよ、３０、３１ページ。ありませんか。３３ページ、１番上の小規模関係。 

山口委員。 

○委員（山口憲一郎委員） 

ふれあい農園についてお聞きをいたします。今、６地区されて、結構借り手も多いよ

うでありますけど、今もう満杯になってるんですかね。その辺はどうでしょうか。 

○委員長（岩永政則委員） 

中嶋課長。 

○産業振興課長（中嶋敏純君） 

満杯ではなくて約９０％ぐらいの貸付率になっております。以上です。 

○委員長（岩永政則委員） 

山口委員。 

○委員（山口憲一郎委員） 

満杯でないということは、借り手も、もう新しい人が来よらんということでしょうけ

ども、やはり他の新たな人も全然無いんですかね、最近。 

○委員長（岩永政則委員） 

中嶋課長。 

○産業振興課長（中嶋敏純君） 

ちょうど今が４月１日からということで、見直し時期で更新時期になっております。

ちょっと新しい新規のパーセンテージはまだ計算しておりませんけど、ずっと同じ方じ

ゃなくて、やはり出入りは毎年あってまして、新たな方が始められるっていうのはあっ



ておりますけど、ちょっと数字的に何％というのはちょっと出ておりません。以上です。 

○委員長（岩永政則委員） 

他に質疑ありませんか。いいですか、次行きます。３５ページ、助成金の関係ですね。

いいですか。今度は歳出参ります。４５ページ、各課ばらばらで計上されておるようで

す。いいですか。次行きます。４７ページ。 

金子委員。 

○委員（金子恵委員） 

イルミネーション取り付けの件で、今年度、八反田公園にイルミネーションが取り付

けられたことで、地元からは活性化ではなく、安心安全に大変役に立ったという話も出

て、良かったなというふうに思っておりますけれども、これを継続するということは、

八反田公園だけなのか、それとも３０年度はどの辺りを考えているのか。その辺りをち

ょっと詳しくお聞きできればと思います。 

○委員長（岩永政則委員） 

川内補佐。 

○課長補佐（川内佳代子君） 

３０年度につきましては、今年が八反田公園の十八銀行側だけしてた分を、もう片方

の広い運動場の方ですね。あちらの方も含めたところで、まずは八反田公園全体をとい

うふうに３０年度は考えております。 

○委員長（岩永政則委員） 

他にありませんか。いいですか。６７ページ、ふるさと関係。 

金子委員。 

○委員（金子恵委員） 

来年度は８,０００万を想定しているということで、昨年度は、多分当初が２,０００

万で、補正で１,８００万、専決で５,７００万、結局は１億近く上がっていたかと思う

んですけれども、８,０００万に想定しての計上という要因をお願いします。 

○委員長（岩永政則委員） 

川内補佐。 

○課長補佐（川内佳代子君） 

当初予算を算定する時に１２月末の段階での実績の方が出まして、１２月末段階では

７,８００万円程の受付ということになっておりまして、そこから３０年度当初の計算

は８,０００万ということでさせていただいております。２９年度末の決算につきまし

てはまだちょっと分かりませんけれども、今後、もし増えたらまた補正になるかもしれ

ないんですけども、そういう理由で１２月末で計算をいたしました。以上です。 

○委員長（岩永政則委員） 

金子委員。 

○委員（金子恵委員） 



当初の２,０００万、そして補正の１,８００万の３,８００万からすると、この年末

に多くの申し込みが殺到したのかなというふうに思うんですけれども、それだけ長与町

のふるさと納税ということに関して浸透してきたのかなと逆に思うんですけれども、補

正をするという考え方ではなく、ある程度の見込みというのができないものなんでしょ

うか。その点をお願いします。 

○委員長（岩永政則委員） 

中嶋課長。 

○産業振興課長（中嶋敏純君） 

おっしゃるのはよく分かります。昨年が御存じのように２,４３３万６,０００円でご

ざいました。正直申しまして頑張っておったところですけれども、昨年度の９月、１０

月、それから１１月上旬と、今年の同じ時期を比較すると昨年からの伸び率が１.６倍

ということで、２,４００万円に１.６倍を掛けてみたんですね。そうすると３,８００

万という数字が出てきて、２９年度は３,８００万ぐらい程度で収まるのかなっていう

思いがあったんですけれども、意外と１１月から１２月が主ですけれども、先程申しま

した７,８００万と、そんな形になりまして、結果的にこの前、専決をお願いしたとお

りでございまして、なかなか予測っていうのが、もしかしたら低い場合も考えられまし

て、難しいところっていうとこで御理解いただきたいと思います。 

○委員長（岩永政則委員） 

金子委員。 

○委員（金子恵委員） 

このふるさと納税に関しては今がピークなのかなという、もしかしたらそういう考え

方があるのかなというふうに思うんですけれども、ある程度の設定でそこに向かって努

力するということも必要じゃなかったのかなというふうに考えるので、これは意見とし

て答弁を求めません。以上です。 

○委員長（岩永政則委員） 

他に質疑ありませんか。いいですか。次に１１７ページ、１番下ですね。無いですか。

１２１ページ、１項の農業費ですね。農業総務費と農業振興費。１２３ページ、いいで

すか。１２５ページ、畜産業までですね。次１２７ページ下段から１２９ページ全部で

すね。水産業、商工費、いいですか。次のページ１３１ページの観光費までですね。 

分部委員。 

○委員（分部和弘委員） 

１２９ページ１９節の負担金関係で、緑の少年団運営補助金ですけども、昔は子ども

たちの研修とか、募金活動とかをやってたと思いますけども、現在の活動内容を教えて

いただきたいと思います。 

○委員長（岩永政則委員） 

木村主事。 



○主事（木村優惟君） 

お答えします。現在も年間を通しまして活動しております。主な活動としましては、

植栽活動ですとか、夏のキャンプ１泊体験学習ですとか、長崎県内の緑の少年団が集ま

りまして日頃どんな活動しているのかを発表し合う交流会があります。そのような学習

活動が年を通して７回、また、長与川まつりのときの長与川清掃ですとか、公園の花壇

周りのごみ拾い活動などの奉仕活動が年を通して２回、そして冬にレクリエーションと

してクリスマス会などしております。以上です。 

○委員長（岩永政則委員） 

分部委員。 

○委員（分部和弘委員） 

団長以下、指導員の方々が協力いただいて一生懸命少年団活動やってるというふうに

思いますけども、現在、団長１名と指導員の方は何名ぐらいおられるんでしょうか。 

○委員長（岩永政則委員） 

木村主事。 

○主事（木村優惟君） 

指導員の方は、団長を含めまして１３名お願いをしております。 

○委員長（岩永政則委員） 

分部委員。 

○委員（分部和弘委員） 

ずっと補助金１５万というような形で例年流れてきてるのかなというふうに思います。

指導員の方も多分手弁当で協力いただいてる部分もあるのかなと思えば、若干の積み上

げも必要かなと思うんですけども、御検討いただければというふうに思います。 

○委員長（岩永政則委員） 

中嶋課長。 

○産業振興課長（中嶋敏純君） 

ありがとうございます。確かに私どもは本当に御苦労をおかけしていると思っており

まして、献身的に指導員の方は、もうボランティアといいますか、本当にそのような感

じで活動していただいております。そういうことで何か手当てはないかっていうことで

いろいろとお願いをしてきているところですけど、すいません、現状のままということ

で、こういうありがたい意見をいただきましたので、そういうことで要望活動をして行

きたいと思っております。以上です。 

○委員長（岩永政則委員） 

１２９、１３１。 

金子委員。 

○委員（金子恵委員） 

昨年、新規事業ということでカキ養殖産地育成事業補助金というのが３７万５,００



０円あったかと思うんですが、その時の答弁が多分どの時点で終了するか分からないけ

どとおっしゃられたと思うんですよね。今年度は無かったんですけど、このカキ養殖に

関しては、ある程度落ち着いている、長与町内でのカキ養殖に関しては、落ち着いてい

るということなんでしょうか。 

○委員長（岩永政則委員） 

畑中補佐。 

○課長補佐（畑中隆徳君） 

お答えします。カキ養殖育成事業につきましては、隣接市町と協力してする事業なん

ですけども、今年度につきましては、長与町が負担をするというふうな取り決めで負担

をさせていただきまして、事業内容につきましては、カキ養殖の先進地視察とか、カキ

養殖の筏作りとかっていうのを今年度しておる事業でございます。 

○委員長（岩永政則委員） 

分かりましたか。 

畑中補佐、分かるように言ってください。 

○課長補佐（畑中隆徳君） 

２９年度が今の事業でございまして、３０年度は、長与町としては負担しておりませ

んで、他の市町がそのような形をとっております。以上です。 

○委員長（岩永政則委員） 

金子委員。 

○委員（金子恵委員） 

交代で昨年度が長与町が補助金を出す番だったということで、このカキ養殖は大村湾

全体からして結構産業の１つになっているので、今後も、何年かおきにこの補助金が出

てくるという理解でよろしいんでしょうか。 

○委員長（岩永政則委員） 

中嶋課長。 

○産業振興課長（中嶋敏純君） 

先のことはよく私も把握をしてないんですけど、現在は、大村湾をカキの産地振興品

と言いますか、そういう形で県の方も力を入れてらっしゃいまして、県と周辺の市町で

やってきてるんですけど、県が２分の１で各市町が４分の１ずつという形でやってまし

て、先程申しましたように今年は長与町がしましたけれども、次は時津町がされるとい

うようなことでずっと回って大村湾一円を産地振興を図っていくというようなことでご

ざいますので、今のところは続くんだろうと判断をしてるとこです。 

○委員長（岩永政則委員） 

１３１ページ。 

金子委員。 

○委員（金子恵委員） 



長与町中央商店街等対策事業補助金ということで、昨年は１０万だったんですけれど

も、今年度は３０万上がっております。これは５０周年に向けたことに関係無いんでし

ょうか。昨年のこの１０万の使い道というのは実はよく分からなかったんですよね。説

明して、実際動いてらっしゃるのを見ても。ただこれ３倍の３０倍になったっていうこ

とは、何かの目的があってこれを計上されてると思うんですけど、どういうことをお考

えなんでしょうか。 

○委員長（岩永政則委員） 

神﨑主任。 

○主任（神﨑勇典君） 

お答えいたします。まず、２９年度の分なんですけれども、主には委員会を立ち上げ

てのセミナー等を行っております。１０万円の分で成果としては、中小企業診断士の先

生による事業報告書ということでいただいております。３０年度につきましては、予算

の方を上げているのが商店街の、今年度集まって委員会をした際に、商店街のマップや

小冊子を作りたいという意見が出ましたので、３０年度の方で作成ができればというこ

とで補助の要望を受けております。以上です。 

○委員長（岩永政則委員） 

金子委員。 

○委員（金子恵委員） 

ちょっと頭の中で繋がらないので別物なのかなというふうに思いますが、健康ポイン

ト制度の分のマップを作るということですよね。今おっしゃったマップっていうのは、

それと同じものになるんですか。それとはまた別物なんですか。健康保険課では、もう

そのマップはそろそろできあがって配布するところまで行っているという話だったので、

これは同じものでないとすれば、ちょっと２重なのかなというふうにちょっと思ったん

ですけど、いかがでしょうか。 

○委員長（岩永政則委員） 

神﨑主任。 

○主任（神﨑勇典君） 

お答えいたします。まず健康保険課の方でやってるマップの方と、そちらとはまた別

なものになります。３０年度の分については、マップといいますか、小冊子ですね、商

店街を紹介するような小さな冊子を作りたいということで、要望を受けております。 

○委員長（岩永政則委員） 

金子委員。 

○委員（金子恵委員） 

小冊子ということで、例えばどこかに置いたりとかするんでしょうけれども、どのく

らいの範囲で置いて、何部ぐらいの作成を考えてるんでしょうか。 

○委員長（岩永政則委員） 



中嶋課長。 

○産業振興課長（中嶋敏純君） 

まだそこまでは具体的には決めておりません。昨年度も年に４回ほど会議を開きまし

た。ですから当然今年もそういう形で会議をさせていただいて、その中で御自分達で意

見を出し合っていただいて、自主的に決めていただくという組織になればと思っており

ますので、そこら辺で決めていただきたいということをしております。以上です。 

○委員長（岩永政則委員） 

浦川委員。 

○委員（浦川圭一委員） 

ちょっと教えていただきたいんですが、今の補助金の内容については何も無いんです

が、その中央商店街って組織はあるんですか。 

○委員長（岩永政則委員） 

中嶋課長。 

○産業振興課長（中嶋敏純君） 

中央商店街というのは正式にはございません。長与町には西そのぎ商工会だけしかご

ざいません。昔はプラムタウンというのがあったと伺っておりますが、現在はございま

せん。無いので、そういうお声掛けをして商工会の方でいろいろと選定をしていただき

まして、何店舗か集まっていただいてその方たちを中心に話し合いをし、それから周辺

にお声掛けをしていただくというようなことで活動をさせていただいてるとこです。 

○委員長（岩永政則委員） 

浦川委員。 

○委員（浦川圭一委員） 

そしたらこの補助金っていうのは、商工会あてに出してるということなんでしょうか。 

○委員長（岩永政則委員） 

中嶋課長。 

○産業振興課長（中嶋敏純君） 

そうです。中心になる実施主体は西そのぎ商工会ということでお願いしてます。 

○委員長（岩永政則委員） 

他に。 

堤委員。 

○委員（堤理志委員） 

１３１ページの観光ですね。観光費、それから商工も含めて関係あると思うんですけ

れども、同僚議員からも話が出てた、町制施行５０周年に関連して、これを商工とか観

光の活性化とタイアップするというような計画は無いものか、お伺いしたいと思います。 

○委員長（岩永政則委員） 

中嶋課長。 



○産業振興課長（中嶋敏純君） 

具体的には今、５０周年記念事業に関する会議を立ち上げられまして、私達も会の中

に入っておりますけれども、今出ているのは川まつりの充実とか、そういうところは出

ておるんですけど、特に新たに何といいますか、長与町をＰＲしていくっていうような

そういうのが、まだ出てきていない状況でございまして、また今後、そういうのが話し

合いの中で出てくるんじゃないかということを思っております。以上です。 

○委員長（岩永政則委員） 

堤委員。 

○委員（堤理志委員） 

町長の施政方針の中では、とりあえずロゴとかキャッチコピーを募集するとか、もう

少し本来ならば、この５０周年という節目を使ってこれを１つの起点に何とか町を盛り

上げようということで、みんなが取り組んで行くようなものじゃないといけないなとい

うふうに思うんですよ。先程八反田公園のイルミネーションを今後、規模を拡大してい

くということならば、せっかくそれをやるんだったら、それをもっとこうＰＲに活用で

きないかなという気もするんですよね。御存じだと思うんですが、最近若い人たちの中

でインスタ映えという言葉があって、写真を使ってみんなに拡散していくっていうこと

で、非常にロケーションが良い所を拡散するとそこに人がたくさん集まって来て、非常

に活性化に役立っているというのがあるんですけれども、例えば商工会等とも連携して、

そういうＳＮＳを活用してイルミネーションをハッシュタグ長与町なりをつけてそうい

う長与町の中でロケーションが良い、今度やろうとしてるイルミネーションであるとか、

旧所名跡とか、そういうものを使ってどんどんＰＲしていって、呼び込むということも

可能じゃないかなと思うんですけれども、せっかくならこの５０周年事業をさらに商工

観光という形で、もう少し繋げていく考えは無いかどうか、いかがでしょうか。 

○委員長（岩永政則委員） 

中嶋課長。 

○産業振興課長（中嶋敏純君） 

今おっしゃられたロゴとか、そういうのは企画担当課の方でいろいろキャッチコピー

とかなんとかは考えられているところでございます。今おっしゃいます観光面でそうい

うことができないかということでございますけど、確かにおっしゃるとおりでございま

して、そういうことができたら１番いいんですけど、予算配分がどうなるかというのが

ございますので、今後もそういうことで、今、貴重な御意見をいただきましたので、提

案させていただいて、そういうようなことが何かできないか協議を重ねたいと思います。 

○委員長（岩永政則委員） 

他にありませんか。１８７ページ、災害復旧費ですね。いいですか。それでは、歳入

歳出合わせて再度、質問がございましたら、出していただきたいと思います。 

喜々津委員。 



○委員（喜々津英世委員） 

１２５ページの上の方の補助金の下から５番目、青年就農給付金、これ昨年からだっ

たと思うんですが、これについては出しっ放しで、補助金交付を受けられた方の経営、

こういったものについては定期的に例えば報告を求めるとかそういったことはしてない

んですか。順調に今、その方の経営と言いますか、これについては今いってるのかどう

か、それを聞かせてください。 

○委員長（岩永政則委員） 

中嶋課長。 

○産業振興課長（中嶋敏純君） 

回数はよく私も把握してなかったんですけど、振り込みは合計で１５０万です。半年

払いで７５万、７５万というお支払い方法をしております。その間にはもう全ての預金

通帳からそれをまた帳簿に、毎日の作業日誌、それから残高等も全て提出していただい

て、収入があったら収入はもう通帳ですので、そういうようなことで全て明らかにして

いただくということで、報告をいただいて提出するようになっておりますので、そこは

間違いございませんけれども、収入がもし、ある程度の額が上がってくれば、おのずと

補助金も下がるようになっております。そういうシステムでございますので、はっきり

数字が幾らからとかってちょっと持ち合わせておりませんけれども、そういうシステム

になっておりまして、今のところ順調にされておりまして、されているというか、まだ

始まったばかりですので、収入はまだ十分には上がっておりませんけれども、補助金の

要綱、要領に見合うような活動はされているところです。 

○委員長（岩永政則委員） 

喜々津委員。 

○委員（喜々津英世委員） 

それを聞いてちょっと安心をしたんですが、基本的には例えば技術指導とか経営指導

とか、いろんな分野で指導をしていく体制が整っていると思うんですが、どういう所が

アドバイザー的な役割を果たして指導をしていくのかというのを教えてください。 

○委員長（岩永政則委員） 

中嶋課長。 

○産業振興課長（中嶋敏純君） 

それぞれ営農体系といいますか、目的とする作物、柑橘、芋類とか、野菜とか、そう

いうのを御自分で計画をされて目標に向かっておられますけれども、指導につきまして

は県央振興局の農業普及課の皆様方が一緒になって、いろいろと御指導をしていただい

ております。 

○委員長（岩永政則委員） 

喜々津委員。 

○委員（喜々津英世委員） 



今、質問した所の１番下で農産物加工施設の問題がありますが、これもいろいろ言い

たいことありますが、恐らく毎回、同じ答弁になると思いますので省略をいたしますけ

れども、基本的に会員の皆さん方は負担を免れているわけですから、その分やっぱり経

営努力という部分については、一層の努力をせんばいかん。そういう意味では、青年就

農云々以上に経営指導とか、やっぱりアドバイスが必要になってくると思うんですが、

２９年を踏まえて、３０年度にどういうことを考えておられるのか。そこら辺について

聞かせてください。 

○委員長（岩永政則委員） 

中嶋課長。 

○産業振興課長（中嶋敏純君） 

経営指導は努力をしていただいて、税理士辺りも毎月入っていただいて、一緒になっ

てやっていただいています。自分たちも先程出たようにそういうことに基づいて努力を

されて、効率的なことをやろうと。やっぱり人件費が１番大きいもんですから、人件費

をどう削減していくか、経費の中で１番大きいのがですね。そういうことになっており

まして、そういう御指導と、それから自分たちも経営効率を上げるということで、毎日

出なくて週に３日とかっていうのは、そこで目標に向かって数量仕上げるとかっていう

ようなことを目標を立てられてやっていただいております。まだ結果としては、目覚ま

しく改善はしておりませんけれども、そういうことで平成３０年度もそういうことを継

続していただいて、より良く経営が行くようにお願いしたいと思っております。それか

ら商品につきましても今はいろいろとセミナーとか、商談会とか、そういうことにも積

極的に参加していただいて、そこでいろいろとアドバイスも受けておりまして、厳しい

御意見もいただいているところでございます。そういうのも改善を図るべく努力をして

いただいているので、そういう方向も平成３０年度ももっとそういうふうに逆に出て行

ってそういう御意見も賜るということでいきたいと思っております。 

○委員長（岩永政則委員） 

喜々津委員。 

○委員（喜々津英世委員） 

今、人件費の削減とかそういう話がありましたけれども、経営で１番易しいのは削減

ですよね。そういうものを削減することによって出てくる。それも確かに経営ですけれ

ども、基本的にはいかにそれを削減しないでもいいように売り上げを伸ばしていくか、

利益を出していくか、まずはそういうものを全体の会員の皆さん方が共有をしていくと

いう、そういう部分でのやっぱり指導はこの行政の、全て本人たちが自分たちのお金で

運営努力をしとったら何も行政も口出しせんでもよかでしょうけども、これだけのお金

をその人達に代わって元利償還をしていくわけですから、お金も出すけれども口も出す

よというぐらいのやっぱり指導は、将来にはね返ってくるわけですから是非やってもら

いたいと思います。これは要望ですけれども。 



そして、次に１２３ページに土地改良区の補助金があります。まもなくそれぞれ両土

地改良区とも総会が開催をされて、２９年度の決算等の報告がなされると思うんですが、

どうも両地区、２地区あるけども、残念ながら岡地区については、かなりやっぱりこの

改良区の入っておる農家の皆さん方、高齢化もしておるし後継者もいない。だんだんや

っぱり荒れてくる。その分、中山間のそれでいろいろ草払いとかなんとかやるという、

何かそういうふうに少し残念な結果になってきとるなというのはあるんですけれども、

これについては基本的には農家の皆さん方が、個々が経営ということを考えていくべき

であるんですけれども、どうもこれだけお金をかけてやっておるのに気運が、木場地区

に比べればはるかに気運が盛り上がらないというのが見ておって感じるんですが、そこ

ら辺については、行政として率直に言いにくい部分はあろうかと思いますけれども、両

地区比較したところでどういう見方をしておるのか、お伺いをいたします。 

○委員長（岩永政則委員） 

中嶋課長。 

○産業振興課長（中嶋敏純君） 

岡地区は今、３３戸の方が土地改良区ということで、受益者ということで頑張ってい

ただいております。今、おっしゃいますようにこの地区も中山間地域直接支払交付金と

いうことを実施をされておりまして、確かにその部分で今は農地等も管理をしていただ

いてるようなことであるわけですけれども、確かにおっしゃいますように高齢化という

のは避けられない問題でございまして、後継者も不足している状況です。これをどうし

ていくかということで、いろいろとやってるんですけれども、基幹作物はミカンでござ

いますので、ミカンの価格がある程度安定するとっていうのがございます。それから複

合的農業ということで当初から計画をしておりますけど、野菜等もそこの中に入れてい

ただいてというのがございますけれども、なかなか町が思っているようには、事は進ん

でいないというのはありますけれども、何とか命の水といいますか、農業に１番大切な

水というのを確保されているわけでございますので、何か地元の農家の方で有効活用し

ていただいて、それから今後は、今しきりに行っております中山間管理事業というのが

ございますので、そういうことでもうできないのであれば早く、良い基盤整備をされた

農地でございますので、どなたかに借りていただくというようなそのような方法もだい

ぶ地元の方にＰＲをしておるんですけど、そこら辺もまだなかなかいっておりませんけ

ど、そういうようなことでとにかく農地が荒れないように有効活用していただいて、土

地利用を図っていただくということをお願いしたいと思っています。以上です。 

○委員長（岩永政則委員） 

いいですかね。それでは他に全体ありませんか。いいですね。 

他に質疑はないようでございますから質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

２時２５分まで休憩いたします。 



（休憩 １４時１０分～１４時２３分） 

○委員長（岩永政則委員） 

休憩前に引き続き委員会を行います。ただいまから介護保険課の審査を行います。最

初に課長から説明を求めます。 

辻田課長。 

○介護保険課長（辻田正行君） 

平成３０年度一般会計の介護保険課所管分について説明書により説明させていただき

ます。まず、歳入予算でございますが、１８、１９ページをお願いいたします。１３款

国庫支出金１項国庫負担金１目民生費国庫負担金１節社会福祉費負担金の１番下になり

ますけれども、低所得者保険料軽減負担金２６４万５,０００円でございます。これに

つきましては、消費税に伴う低所得者への介護保険料軽減策として２７年度より導入さ

れたもので、国が２分の１、県が４分の１、町が４分の１の割合で公費負担することに

なっております。平成３０年度の軽減見込額につきましては、平成２９年度の実績によ

り対象者を１,５５６人、金額が３,４００円で、５２９万という金額になっております。 

続きまして２０ページ、２１ページをお願いいたします。１４款県支出金１項県負担

金１目民生費県負担金１節社会福祉費負担金の１番下になりますけども、同じく低所得

者保険料軽減負担金ということで、１３２万２,０００円は、先程国費のところであり

ましたけども、県負担金分の４分の１相当を計上いたしております。続きまして２２、

２３ページをお願いいたします。１４款県支出金２項県補助金２目民生費県補助金３節

老人福祉費補助金の１番下の介護保険低所得者特別対策事業費補助金６万円でございま

す。これにつきましては、社会福祉法人が行う低所得者への負担軽減対策費ということ

で、県が基準額の４分の３を補助するものでございます。支出の方で出てきますけれど

も、事業費的に８万円ということで予定をしております。以上が歳入になります。 

続きまして、歳出について説明いたします。９６ページから９９ページになります。

介護保険課所管分につきましては、３款民生費３項老人福祉費２目介護保険費のみでご

ざいます。９６、９７ページの２節、３節、４節は介護保険課の職員の給料、手当関係

で９人分ということで計上しております。また、９８、９９ページの社会保険料につき

ましては、７節であります育児休業等代替職員にかかる社会保険料を計上させていただ

いております。１１節消耗品につきましては、一般事務用品を計上いたしております。

１９節負担金、補助及び交付金では、先程説明しました社会福祉法人等が利用者に対し

て、軽減対策を行う分の補助金ということで８万円を計上しております。２８節繰出金

４億１,６５５万６,０００円は介護保険給付費や地域支援事業費の制度負担分というこ

とで、国が２５％と県が１２.５％、町が１２.５％の部分と国が３９％、県が１９.

５％、町が１９.５％、これにつきましては地域支援事業の補助金ということで行って

おります。２２％が保険者の負担ということになっております。それと事務費相当とい

うことで、基準内繰り入れとして介護特会の１款の総務費と５款の公債費部分が県の相



当分ということで計上いたしております。それと、歳入で説明しました消費税対策によ

る低所得者保険料軽減負担金ということで、その分を含めて特会へ繰り出すものという

ことになっております。以上が、歳入歳出の介護保険課所管分でございます。別紙とし

て、主要な施策に関する説明書の２１、２２ページ、３９ページに介護所管分というこ

とで記載しておりますので、よろしくお願いいたします。以上で説明を終わります。 

○委員長（岩永政則委員） 

それでは説明が終わりましたので、ただいまから質疑を行います。 

１９ページの１番上の社会福祉費負担金、低所得者関係ですね。ありませんか。１９

ページ、質疑ありませんか。２１ページ、社会福祉費負担金、低所得者分ですね、国の

分。いいですか。２３ページに参ります。老人福祉費補助金、低所得分の県分ですね。

いいですね。いいですか。ありませんか。 

それでは歳出に参ります。９６ページ介護保険費、これは全部ですね。９９ページの

上段まで。ありませんか。それでは歳入歳出合わせて質問はございませんか。いいです

か。それでは、質疑がないようでございますから、質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

介護保険課お疲れさまでした。４５分まで休憩します。 

（休憩 １４時３２分～１４時４３分） 

○委員長（岩永政則委員） 

それでは休憩前に引き続き委員会を再開をいたします。ただいまから都市計画課の審

査に入って参りますが、最初に説明を求めます。 

松邨理事。 

○建設産業部理事兼都市計画課長（松邨清茂君） 

皆さんこんにちは。それでは議案第２８号都市計画課所管に係る平成３０年度一般会

計当初予算について御説明申し上げます。 

長与町一般会計予算書の８ページをお開き願います。第２表地方債。上から４段目土

地区画整理事業１億７,５９０万円につきましては、高田南土地区画整理事業での補助

裏分としての起債借入分でございます。その下、街路事業８,１９０万につきましては、

県事業の吉無田三根線の負担金分と西高田線の補助裏分としての起債借入分でございま

す。その下、市街地整備総合交付金事業７２０万円につきましては、高田南土地区画整

理事業地内にある高田越トンネル上部付近の仮称道の尾中央公園の設計分でございます。 

それでは平成３０年度一般会計予算に関する説明書にて御説明申し上げます。１８、

１９ページをお開き願います。１３款国庫支出金２項４目土木費国庫補助金ですが、都

市計画課所管分は２節と３節でございます。２節都市計画費補助金として活力創出基盤

整備総合交付金の１億１,０００万円を計上しております。補助対象事業費２億円で補

助率は５５％でございます。その下３節市街地整備総合交付金の２００万円、公園整備

事業費交付金ですが、高田越トンネル上部付近に計画しておる仮称道の尾中央公園の整



備に伴う設計費に係るものでございます。 

続いて２６、２７ページをお開き願います。１４款県支出金３項６目土木費委託金で

すが、都市計画課所管分は３節都市計画費委託金１,０００円で都市計画法上に基づく

許認可事務の権限移譲交付金でございます。続いて１５款財産収入１項 1 目土地貸付収

入ですが、３８４万円のうち都市計画所管分として長与中央橋の県道側交差点付近の町

有地の一部を民間事業所に貸し付けている土地の貸付収入分で２万９,０００円を計上

しております。続いて２８、２９ページをお開き願います。１７款繰入金１項３目土地

区画整理事業特別会計繰入金１,０００円ですが、高田南土地区画整理事業での保留地

処分金を特別会計から一般会計に繰り入れするものでございます。 

続いて３２、３３ページをお開き願います。１９款諸収入５項１目１節雑入ですが、

説明欄の１２段目の都市計画地図売払収入として５万円を計上しております。 

続いて３４、３５ページをお開き願います。２０款町債１項２目土木債２節都市計画

事業債でございますが、土地区画整理事業充当起債として１億７,５９０万円、街路事

業充当起債として８,１９０万円を計上しております。同じく３節市街地整備総合交付

金事業債につきましては、公園整備事業充当起債として高田越トンネル上部付近の仮称

道の尾中央公園の整備に伴う設計分に係る起債として７２０万円を計上しております。

都市計画課所管分の歳入総計は３億７,７０８万１,０００円となります。 

続きまして歳出でございます。１３４、１３５ページをお開き願います。８款２項１

目道路橋りょう総務費でございます。９節旅費、１１節需用費につきましては経常的経

費で、１３節委託料につきましては土木積算システム保守点検委託料として３６万９,

０００円、１４節使用料及び賃借料につきましては土木積算システムの借上料として７

４万３,０００円を計上しております。１９節負担金、補助及び交付金につきましては、

いずれも経常的経費でございます。 

続いて１３８、１３９ページをお開き願います。８款５項１目都市計画総務費でござ

います。１節報酬８万５,０００円は都市計画審議会開催にかかる委員報酬として計上

しております。次に２節給料３,５５６万１,０００円、３節職員手当２,１５６万１,０

００円、４節共済費１,１７６万６,０００円につきましては、職員１１名分に相当する

人件費を計上しております。７節賃金、９節旅費、１１節需用費、１４節使用料及び賃

借料、次ページの１９節負担金、補助及び交付金につきましては経常的経費でございま

す。以上、都市計画総務費の歳出総額は人件費を除き、昨年度当初予算より１,７７０

万９,０００円減の１０６万４,０００円でございます。 

続いて１４０ページ、１４１ページをお開き願います。２目土地区画整理費１９節負

担金、補助及び交付金９万４,０００円は街づくり区画整理協会負担金としての経常的

経費でございます。２８節繰出金６億２,３６４万９,０００円は長与町土地区画整理事

業特別会計への繰出金として計上しております。これは補助裏負担分、地域開発事業債

償還金等に対する繰出金でございます。続きまして４目街路事業でございます。９節、



１１節需用費は街路事業に伴う経常的経費でございます。１２節役務費７万１,０００

円は用地契約時の印紙代として計上しております。１３節委託料３,０５０万円は西高

田線の拡幅区間における道路詳細設計、補償算定、用地測量等に係る経費を計上してお

ります。１５節工事請負費１,２００万円は町道長与中央線視覚障害者用誘導表示設置

等を予定しております。１７節公有財産購入費１億４,３５０万円につきましては西高

田線現道拡幅区間の用地購入費でございます。１９節負担金、補助及び交付金１００万

８,０００円でございますが、県事業の吉無田三根線の改良事業費に相当する都市計画

道路事業地元負担金１００万円と都市計画街路促進協会会費の８,０００円を計上して

おります。２２節補償、補填及び賠償金５,４００万円でございますが、西高田線拡幅

区間における補償費と橋りょう部、町道側の補償分を計上しております。続きまして、

８款５項５目公園緑地管理費９節旅費４万３,０００円のうち１万３,０００円が都市計

画課分でございます。１１節需用費、説明欄の消耗品４６５万円のうち１万９,０００

円が都市計画課所管分でございます。続きまして１４２、１４３ページをお開き願いま

す。１３節委託料、説明欄上から３段目、設計委託料１,０００万円が都市計画課所管

分で、これが仮称道の尾中央公園の設計業務の分を計上しております。 

引き続き、主要な施策に関する説明書を御説明いたします。都市計画課所管分としま

しては、１９、２０ページでございます。８款５項２目土地区画整理事業、高田南土地

区画整理事業６億２,３６４万９,０００円は、高田南土地区画整理事業の推進を図るた

め土地区画整理特別会計への繰出金でございます。この内訳といたしましては、地方債

１億７,５９０万円、一般財源４億４,７７４万９,０００円を補助裏相当分事務費、地

域開発事業債の償還金を含め、一般会計から特別会計へ繰り出すものでございます。下

の４目街路事業費でございますが、都市計画道路西高田線の整備事業を推進するもので

２億４,０２１万円でございます。この内訳として、国県支出金１億１,０００万円、地

方債８,１００万円、その他２万９,０００円、一般財源４,９１８万１,０００円でござ

います。その下、５目公園緑地管理費１,００３万２,０００円ですが、社会資本整備総

合交付金を活用し仮称道の尾中央公園の設計を予定しております。この内訳として、国

県支出金２００万円、地方債７２０万円、一般財源８３万２,０００円でございます。

以上で都市計画課所管分の説明を終わります。御審議のほどよろしくお願いいたします。 

○委員長（岩永政則委員） 

説明が終わりましたので、ただいまから質疑を受けたいと思います。 

予算書の８ページ地方債、区画整理と街路、市街地総合整備総合交付金、いいですか。 

それでは歳入に行きたいと思います。１９ページ、土木費国庫補助金の節が都市計画

費２、３ですね。市街地総合整備ですね。いいですか。２７ページに参ります。１４款

６目３節ですね。それから１５款財産収入２万９,０００円、いいですか。次に行きま

す。２９ページ、１番下段１,０００円の存目ですね。次に行きます。３３ページ、都

市計画の５万円、次、行きます。３５ページ、下段の土木債が２つ、いいですか。 



それでは歳入は終わりまして、歳出に参ります。１３５ページ、道路橋りょう総務費

ですね。これ全部ですよね。いいですか。ないですか。この後ろは１３９ページ、都市

計画費。質疑ありませんか。１４１ページの上段までですね。それから街路事業。 

浦川委員。 

○委員（浦川圭一委員） 

１４１ページ、２２節補償費ですけども、場所が西高田線の橋りょう部の町道側とい

うことで、中央線沿いの話でしょうか、そういうのであればどこの部分かちょっと教え

ていただきたいと思います。 

○委員長（岩永政則委員） 

前田補佐。 

○課長補佐（前田将範君） 

先程お話がありました橋りょう付近ということなんですけども、こちらについては役

場側、長与中央線の付近でありまして、これが事業区域外の所にあります。ちょうど橋

りょうの工事に伴いまして、長与中央線の高さを上げましたもんで、それに対して隣接

する区域外の補償物件２件ありまして、こちらの高さが合わないことに対する保障をと

いうところで２件計上してるところでございます。場所は役場前の橋りょう、イオン側

から下りてきて突き当たりの所の２件になります。長与町道かさ上げにおける補償の分

が２件で単費、補助の対応分につきましては、まるみつ前の交差点から北陽台高校前の

区間なんですけども、まるみつ側の補償８件になります。以上です。 

○委員長（岩永政則委員） 

浦川委員。 

○委員（浦川圭一委員） 

橋の突き当たりのアパートと民家と２軒あるその分の補償を今年度、今からするとい

うことですね。また何かあそこに手を加える。そういう理解でよろしいですか。 

○委員長（岩永政則委員） 

前田補佐。 

○課長補佐（前田将範君） 

そちらの現場の方につきましては、もう完成はしておりまして、完成後の。 

○委員長（岩永政則委員） 

松邨理事。 

○建設産業部理事兼都市計画課長（松邨清茂君） 

今、委員が言われた２軒分でございます。そこの道路が上がってしまうことによって、

家の方を上げるか上げないかっていう話を昨年来からずっとしてるんです。その分につ

いてお二方と協議をしながら今まだ、相手方から上手い具合に回答が来てないんですよ。

ただ、してくださいと言われても急に予算化ができるものでないんで、そこは今回、当

初予算として計上させていただいております。 



○委員長（岩永政則委員） 

浦川委員。 

○委員（浦川圭一委員） 

要は今から補償でかさ上げをするか、しないか、相手の意向を聞いて対応していくと

いうこと、予算だけ確保をしとくっていうそういう趣旨ですかね。 

○委員長（岩永政則委員） 

前田補佐。 

○課長補佐（前田将範君） 

委員のおっしゃるとおりでございます。以上です。 

○委員長（岩永政則委員） 

他にありませんか。 

堤委員。 

○委員（堤理志委員） 

今現在、西高田線の計画変更案の縦覧をやって、確か今日まで縦覧っていうことで、

上がってるみたいなんですけれども、この３０年度の例えば測量設計の委託料とか、こ

ういうものに関連するものなのか、ちょっと詳しく御説明をいただけないでしょうか。 

○委員長（岩永政則委員） 

山本係長。 

○係長（山本公司君） 

今の質問なんですけれども、おっしゃられるように今日まで西高田線の変更を縦覧を

しております。４月の下旬ぐらいに変更の決定の県の同意がいただけますので、それ以

降に変更区間、今から入っていく現道区間の設計だったり、今、前田が申しました補償

の交渉とかに今後、次年度以降入っていきたいというふうに考えております。以上です。 

○委員長（岩永政則委員） 

他にありませんか。 

金子委員。 

○委員（金子恵委員） 

１４１ページの街路整備工事費１,２００万、長与町線の視覚障害者用ということで

したけど、どの範囲の何メートルぐらい。そこをもう少し詳しくよろしいでしょうか。 

○委員長（岩永政則委員） 

前田補佐。 

○課長補佐（前田将範君） 

工事費の視覚障害者誘導表示ですけども、場所としましては役場前の町道と長与中央

橋ですね、こちらの分について、この一帯でその部分だけが視覚障害者誘導表示が無か

ったもので、そちらを復旧もあわせて新設、両方行っていこうというところでございま

す。延長で行きますと、大体１３０メートルぐらいになります。以上です。 



○委員長（岩永政則委員） 

次、１４３ページの上から３行目ですね。設計委託料。 

それでは、歳入歳出合わせて質疑を受けたいと思います。質疑はありませんか。 

１つ私、質疑ありますから、委員長を交代します。 

○委員（分部和弘委員） 

委員長を交代します。 

岩永委員。 

○委員長（岩永政則委員） 

１つこれは全体的なものとしてお伺いしておきたいというふうに思うんですが、西高

田線の例の踏切ですね。ここが真っすぐ行ったら、認可変更までしていけばいいなとい

うことで前から話をしておったんですが、なかなか移転補償等が難しいなというふうに

私も実感をしておるんですけども、今の状況からいけば踏切を渡っていかざるを得ない

と、それしかもう無いわけですね。この前私、ある時間に通ってみたんですよ。そした

らもう渋滞して、岩永木材の辺りまでずっと渋滞しとるわけですね、ある時間ですら。

朝夕のラッシュ時には大変だろうなというふうに思うんですけどね。今ですらそういう

状況であるわけですね。渡らざるを得ないということなんですが、現状の対応はどんな

形で今推移をしておるんでしょうか。 

○委員（分部和弘委員） 

山本係長。 

○係長（山本公司君） 

今、おっしゃられるように朝夕のラッシュ時は踏切から、特に踏切の遮断があったと

き、特に長崎方面へ向かう列車に対する踏切の遮断時間が１４０秒強ありますので、や

っぱりその朝夕についてはおっしゃられるように、岩永木材屋の所ぐらいまで伸びてい

るような状況でございます。ただ、今回変更で都市計画道路として踏切を改良するとい

うことで、今、踏切が非常に狭小な踏切になっておりまして、両サイド車道だけで言い

ますと、６メートルも無いような状況です。片側３メートル無いような状況ですね。そ

ういった状況でありますので、例えば、片側に大型のバスとか、トラックが止まってお

りますと、離合ができない状態になっております。これを都市計画道路として片側３メ

ーターを確保することによって、今離合待合による渋滞が発生してるんですけれども、

それが幾分かは解消するんじゃなかろうかというふうに考えております。それと今、和

楽団地の所の時津から下ってくる道が非常に狭小になっておりますので、そこも今回、

計画的に改良することによって、そこの入り口を少し広げるような形をとりたいと思い

ます。あわせて役場側から和楽団地の方に右折する時に今は１車線しかないんですけれ

ども、役場側の方に３０メートルぐらいの右折帯を別途設けるようにしておりますので、

それも含めて渋滞はゼロにはならないんですけれども、今よりは渋滞の解消が図れるん

じゃないかなということで、今後計画的に進めていきたいというふうに思っております。 



○委員（分部和弘委員） 

岩永委員。 

○委員長（岩永政則委員） 

そういう状況で大変だろうというふうに思うんですが、もう可能な面というのは大体

分かるわけですので、踏切を渡らないということにはなり得ないような状況もあるよう

ですので、十分検討していただきたいというふうに思うんです。 

もう１点は、その中央橋からイオンに行く道路ですね。ある人から何人も私、言われ

ておるんですが、坂であり暑いときなんか特に木陰が無いもんだから歩くのに非常に困

るということで、確かに何も無いんですね、ずっと緑地が。そういうことで、他の所は

緑地を植えて木陰ができるわけですけども、あそこだけに限って何も無いということで、

非常に年寄りは困るというような話を聞くんですが、何か計画はしてないんですか。も

うあのままなんですか。 

○委員（分部和弘委員） 

前田補佐。 

○課長補佐（前田将範君） 

西高田線の方に植栽帯といいますか、そういった街路樹を設ける計画は今のところご

ざいません。どうしても植樹を植えてしまいますと、維持管理面の問題ですね。維持管

理の問題なんですけども、木を植えてしまいますと、その年間の剪定とか除草等の業務

も増えてくるとここともありまして、今のところは植樹については、設置をするってい

う計画は無いんですけども、今後、そういった地元の声とかがあったときに、また、検

討材料として、土木管理課の方とも協議を進めていきたいと思っております。結局、維

持管理面が土木管理課になりますので、そことの協議で、と思います。以上です。 

○委員（分部和弘委員） 

岩永委員。 

○委員長（岩永政則委員） 

建設の段階で他の所はずっと全部植えとるわけ、植樹を。なぜあそこだけ何も、一本

も無いのというのがね、住民もやっぱり疑問があるわけですよ。確かに私ども車で行き

ますので、車の人はパッと行けばいいわけですけども、歩く人たちは緑地帯があると、

植樹があると木陰にもなるというそういうメリットもあるだろうと。ところがなぜ建設

の段階で計画しなかったのか、結構広いですもんね。幅はですね。あれだけ幅をとって、

何のために逆に言えば幅をとったんだろうかと。事業費は上がっていくわけですから。

そういう疑問を持ったわけで、維持管理は土木管理になるだろうと思うんですけども、

植樹をするとなると、もう今になってはやっぱり土木管理になるわけですか。 

○委員（分部和弘委員） 

松邨理事。 

○建設産業部理事兼都市計画課長（松邨清茂君） 



造り上げて移管するまでは都市計画の方なんです。そこはもう供用開始をしてますん

で土木管理っていう形になるんですけれども、確かに木を植えて木陰っていうのも大事

だろうと思うんです。今、委員言われたとおり。ただ、この付近の道路の歩道の形態を

見ると、木を植えることによって、その根っこが歩道を押し上げていってしまったり、

そういった所もここの中央線沿いとか、そういう所も結構見られます。１番ひどいのが

小学校のそこの通路ですね、インターロッキングなんかもこうなって、根っこすら掘り

返せない状態、しかもあそこはちょっと坂道なんで、そうなったらちょっときついなっ

ていうところもあるんです。ちょうどその木陰が歩道にできるタイミングで通っていた

だければいいんですけれども、太陽ってこう行ってしまうんで道路の方だけしか日陰が

ないとか、そういったところもございます。先程維持管理っていうところもそうなんで

す。剪定をしたりとか、低木は植えることはちょっともう意味が無いかなと思うんです

けどね。そういったところで最初からはその計画は持っておりませんでした。 

○委員（分部和弘委員） 

委員長を交代します。 

○委員長（岩永政則委員） 

他に質疑ありませんか、全体。 

質疑ないようでしたら、これをもって質疑なしと認めます。 

これで質疑を終了いたします。お疲れさまでした。 

２５分まで休憩をいたします。 

（休憩 １５時１６分～１５時２２分） 

○委員長（岩永政則委員） 

休憩前に引き続き委員会を再開をいたします。ただいまから土木管理課の審査を進め

てまいりますが、最初に課長から説明を求めます。 

日名子課長。 

○土木管理課長（日名子達也君） 

それでは土木管理課所管、議案第２８号平成３０年度長与町一般会計予算につきまし

て御説明申し上げます。 

それでは歳入歳出予算事項別明細書で説明をさせていただきます。まず歳入でござい

ますが１４、１５ページをお願いいたします。１２款１項５目土木使用料１節道路橋り

ょう使用料及び３節住宅使用料から６節滞納繰越分までが土木管理課所管でございます。

内容につきましては、１節道路橋りょう使用料は収入見込額５４２万５,０００円で、

ガス、電話及び電気通信ケーブル等の道路等占用料になります。続きまして３節住宅使

用料につきましては収入見込額４,７６７万４,０００円で、東高田、西高田、岡岬、こ

の３団地分となっております。続きまして５節町営住宅駐車場使用料につきましては、

収入見込額３４０万８,０００円でございます。４節、６節につきましては住宅及び駐

車場の滞納繰越分となっております。続きまして１６、１７ページをお願いいたします。



１番下、１２款２項３目土木手数料１節住宅手数料が土木管理課所管でございます。 

続きまして１８、１９ページをお願いいたします。１３款２項４目土木費国庫補助金、

１番下の段でございますが、１節道路橋りょう費補助金につきましては６,６６６万で、

安全で快適な地域社会の創造補助金及び道路橋長寿命化による安全性の確保補助金でご

ざいます。続きまして、下の下でございますが４節住宅費補助金、これにつきましては、

１,０４４万９,０００円のうち次ページの１番上の３世代同居・近居促進事業補助金を

除いた３事業の補助金、合計９９９万９,０００円が土木管理課所管でございます。９

９９万９,０００円の内訳は、住宅・建築物耐震改修事業補助金２８万９,０００円、公

営住宅等ストック改善事業補助金９２６万、それと住宅性能向上リフォーム支援事業補

助金４５万円でございます。 

次に２４、２５ページをお願いいたします。１４款２項６目土木費県補助金１節住宅

費補助金につきましては、１０２万３,０００円のうち説明の上の方、長崎県耐震・安

心住まいづくり支援事業補助金２万３,０００円分が土木管理課所管となります。 

続きまして２６、２７ページをお願いいたします。真ん中付近で１４款３項６目土木

費委託金１節土木費委託金の市町村権限移譲等交付金（土木）１,０００円とその下、

２節港湾費委託金２６３万６,０００円の分が土木管理課所管でございます。 

続きまして次のページ、２８、２９ページをお願いいたします。ちょうど真ん中ぐら

い１６款１項４目土木費寄附金１節土木管理費寄附金が土木管理課所管でございます。 

次に３２、３３ページをお願いいたします。１９款５項１目雑入１節雑入につきまし

ては、上から７行目清涼飲料水自動販売機設置使用料３５６万５,０００円のうち４３

万２,０００円が土木管理課所管でございます。それとその２行下、各種施設電話使用

料５,０００円のうち１,０００円が土木管理課所管でございます。それと同じページの

下から６行目、中尾城公園施設利用者傷害保険料精算金１,０００円も土木管理課所管

でございます。次のページ。３４、３５ページでございますが、上から５行目の町営住

宅光インターネット装置設置料７万７,０００円、それとその下の境界立会他証明書等

交付手数料１万円のうち９,０００円が土木管理課所管でございます。続きまして同じ

ページの２０款１項２目土木債１節道路橋りょう事業債、道路維持補修事業充当起債２,

８３０万が土木管理課所管でございます。以上が歳入でございます。 

続きまして、歳出に移らせていただきます。１３０、１３１ページをお願いいたしま

す。８款１項１目土木総務費２節から４節までが部長をはじめ土木管理課職員人件費総

数１０名分でございます。１３２、１３３ページ、７節賃金につきましては、パート賃

金といたしまして６か月分を計上いたしております。９節旅費、１１節需用費につきま

しては経常的経費でございます。１３節委託料につきましては、５件分で３２３万３,

０００円でございます。１４節使用料及び賃借料は経常的経費でございます。１９節負

担金、補助及び交付金につきましては、各協会の負担金及び国道２０７号道路改良に伴

う地元負担金を合わせまして２６４万円を計上いたしております。続きまして、１番下



の段、２目急傾斜地管理費１３節委託料につきましては、ニュータウン法面調査及び草

刈り等の維持管理費を計上いたしております。続きまして１３４、１３５ページをお願

いいたします。１５節工事請負費につきましては急傾斜地の補修工事でございます。 

続きまして、同じページの２項２目道路維持費が土木管理課所管でございまして、１

１節需用費、１４節使用料及び賃借料、１６節原材料費につきましては経常的経費でご

ざいます。１３節委託料につきましては街路樹の剪定及び町道維持補修費、シルバー人

材センター作業員３名分。測量設計委託料につきましてはニュータウン入口の擁壁の調

査設計費などでございます。１５節工事請負費につきましては、維持及び舗装補修工事、

浜崎地区法面補修工事などでございます。続きまして３目道路新設改良費が土木管理課

所管でございまして、９節旅費、１１節需要費、それと次のページの１６節原材料費は

経常的経費となっております。前のページに戻りまして、１２節役務費につきましては

道路改良事業における土地鑑定手数料を計上いたしております。次のページ、１５節工

事請負費につきましては本川内郷の本川内佐敷線の改良工事費を計上いたしております。

続きまして４目橋りょう維持費につきましても土木管理課所管でございまして、１３節

委託料につきましては橋りょうの点検及び補修設計でございます。 

続きまして、その下、３項１目河川総務費が土木管理課所管でございまして９節旅費、

１１節需用費、１４節使用料及び賃借料、１６節原材料費は経常的経費でございます。

１２節役務費は土地売買契約時の印紙代を計上いたしております。１３節委託料につき

ましては毎年行っております斉藤地区のポンプの保守点検及び長与ダム周辺の除草を計

上いたしておりまして、１５節工事請負費につきましては河川維持補修工事費を計上い

たしております。１９節負担金、補助及び交付金につきましては、協会及び協議会の負

担金、それと高田川河川改修工事に伴う地元負担金５００万円を計上いたしております。 

次に、その下の４項１目港湾整備費が土木管理課所管でございまして、９節旅費、１

１節需用費、それと次のページの１２節役務費、１９節負担金、補助及び交付金は経常

的経費でございます。１３節委託料につきましては、長与川をきれいにする会及び岡郷

農船会への委託料でございます。 

続きまして１４０、１４１ページをお願いいたします。５項５目公園緑地管理費９節

旅費４万３,０００円のうち３万円が土木管理課所管でございます。それと１１節需用

費につきましても１,４１２万５,０００円のうち１,４１０万６,０００円が土木管理課

所管でございます。その内訳でございますが、消耗品費４６５万のうち４６３万１,０

００円が土木管理課所管でございます。続きまして１２節役務費は経常的経費でござい

ますが、総合保険料につきましては中尾城公園の入園者、植樹祭等の参加者に対する傷

害保険料に要する経費でございます。続きまして１４２、１４３ページをお願いいたし

ます。１３節委託料は、総額４,１９２万１,０００円のうち設計委託料１,０００万以

外の分が土木管理課所管でございまして、合計で３,１９２万１,０００円でございます。

内訳でございますが、公園のトイレ清掃として公園清掃管理委託料３７３万７,０００



円、剪定料委託料が８９万４,０００円、公園砂場検査委託料３６万８,０００円、中尾

城公園のエアロブリッジ、モノレール電気設備の保守点検として保守点検委託料１２１

万３,０００円、各公園の施設管理、中尾城公園の施設管理、潮井崎公園の施設管理と

して公園施設管理委託料２,５０１万４,０００円、潮井崎交流館の警備として公園警備

委託料１５万６,０００円、各公園の看板作成費として看板作成業務委託料１０万円、

植栽の管理といたしまして管理委託料４３万９,０００円を計上いたしております。続

きまして、１４節使用料及び賃借料は主なものといたしまして、公園借地料６２５万６,

０００円でございまして、借地公園１０か所の借地料でございます。１５節工事請負費

につきましては公園の維持管理補修に要する費用でございます。１６節原材料費、１８

節備品購入費、１９節負担金、補助及び交付金につきましては経常的経費でございます。 

続きまして、同じページの下の段、６項１目公営住宅管理費が土木管理課所管でござ

いまして、９節旅費、１１節需用費、次のページの１２節役務費、１９節負担金、補助

及び交付金につきましては経常的経費でございます。１３節委託料につきましては町営

住宅岡岬Ｃ棟の長寿命化工事管理業務、西高田町営住宅の実施設計業務を計上いたして

おります。１５節工事請負につきましては町営住宅岡岬Ｃ棟の長寿命化工事等を計上い

たしております。続きまして、その下、２目安全・安心住まいづくり支援事業費１３節

委託料につきましては耐震診断委託料で３件分を計上いたしております。１９節負担金、

補助及び交付金は耐震計画書策定補助が３件分、それと耐震改修工事補助で１件分を計

上いたしております。その下の３目建築費１９節負担金、補助及び交付金につきまして

は住宅性能向上リフォーム支援補助金１２件分で１２０万円を計上いたしております。 

続きまして１８６、１８７ページをお願いいたします。１番下の段になりますが、１

１款２項１目道路等災害復旧費が土木管理課所管でございまして、９節旅費、１１節需

用費、１４節使用料及び賃借料１９節負担金、補助及び交付金は経常的経費でございま

す。１３節委託料は災害が発生した場合の測量費及び設計費を計上いたしておりまして、

１５節工事請負費につきましては、その発生した災害の工事費を計上いたしております。 

以上が土木管理課所管でございます。御審議のほどよろしくお願いいたします。 

また、主要な施策に関する説明書１９、２０ページ及び３８ページが土木管理課所管

でございます。御参照のほどよろしくお願いいたします。 

先程の説明で一部漏れておりましたので追加でお願いいたします。１４、１５ページ

に戻っていただいて１２款１項５目土木使用料２節都市計画使用料の中で、説明欄の公

園占用料５６万５,０００円、それと下から４行目になります中尾城公園使用料３０万、

下から２行目の都市公園使用料１,０００円、１番下の潮井崎交流館施設使用料２万４,

０００円、この分については土木管理課所管でございます。申し訳ございませんでした。 

○委員長（岩永政則委員） 

それでは早速、質疑を受けたいと思います。歳入から参りますが１５ページ、いいで

すか。土木使用料ですね。次のページの１７ページ１番下、ありませんか。それでは次



に行きます。１９ページ、土木費国庫補助の道路橋りょう費補助金、いいですか。次に

行きます。２５ページ、住宅費補助金の安心住まいづくり支援補助金２万３,０００円

ですね。いいですか。次行きます。２７ページ、土木費委託金１,０００円。いいです

か。次２９ページ、土木管理費寄附金１,０００円、ないですね。雑入の３３ページ、

中尾城公園とか各種施設使用料、電話使用料とかですね。いいですか。３５ページの上

から５行目と６行目。それから下の道路橋りょう事業債、予算書８ページの道路橋りょ

う事業２,８３０万の地方債、これ説明が無かったですね。この分がこっちに来ますの

で、そういうことで御理解いただきたいと思います。いいですか。 

歳出、１３１ページ１番下の８款１項１目。１３２、１３３ページ１番下の急傾斜地

管理費、次のページ１番上、それから中段から道路維持費、道路新設改良費。 

堤委員。 

○委員（堤理志委員） 

道路維持費でお伺いしたいんですけれども、確か本会議の中でも話があってたと思う

んですけれども、町道のメンテの部分の減額と言いますか、本来、町として把握してる

要補修箇所が、確か町の方で維持補修の計画を立ててやってたというふうに思うんです

けれども、減額がずっとなされるという形になりますと、その計画どおりに実施ができ

るのかがちょっと心配じゃないかなと思うんですけれども、計画に対する影響というの

が出てくる恐れですね、ここはどういうふうな見解をお持ちでしょうか。 

○委員長（岩永政則委員） 

日名子課長。 

○土木管理課長（日名子達也君） 

お答えいたします。平成２９年度で補助金ベースで８,５２５万要求をしとったんで

すが、補助金では９７０万、約１,０００万近くしかついてないと、事業費ベースで約

２,０００万しかできてないというところでございまして、このままではなかなか進ん

でいかないというふうな話をさせていただきました。３０年度につきましても、この１

億４,３００万のうち７,２００万を舗装費として計上いたしておりますが、これも補助

でやるというところでございまして、内示が来るかどうか。確かに委員おっしゃるとお

り微妙なところでございまして、今後の計画になかなか乗っていかないというところで

ございます。町といたしましても、これにつきましては、県国とも十分協議しながら要

望をやってるんですけども、なかなかつかないでおりますので、これはもう長与町だけ

じゃなく他の町も同じような体制でございますから、他の補助メニュー、あるいは補助

メニューじゃない例えば起債だったり、そちらの方のメニューを活用しながら、今後は

進めていきたいというふうに考えているところでございます。以上です。 

○委員長（岩永政則委員） 

いいですか。他に。 

浦川委員。 



○委員（浦川圭一委員） 

１３５ページ、委託料の測量設計委託料３００万については、ニュータウン入口の擁

壁を造られる。それの設計委託料ということですが、具体的にどこら辺をどうされるの

かちょっと教えてください。 

○委員長（岩永政則委員） 

日名子課長。 

○土木管理課長（日名子達也君） 

お答えいたします。県道からニュータウンに入ってすぐの所にバス停がございます。

そのバス停の所の、上がっていって左側の方、ちょうど川があるんですけども、その川

の所の擁壁、川の横がすぐ道路なんですが、川と道路の間の擁壁がちょっと傾いてきて

いるということで、今、調査を何年もかけてやってるんですけども、今、ちょうど落ち

ついたところでございますので、落ちついたところで何とかできる擁壁をしていきたい

というふうに。ただ、擁壁もどういった擁壁がいいか、あそこもちょうどバスも走って

おりますので、昼間にやるというのもなかなか難しいところもございますから、それも

交通量も関係しながら、調整しながら、設計等もやっていきたいと、それまでの設計と

いうことで、今回、計上いたしているところでございます。以上です。 

○委員長（岩永政則委員） 

堤委員。 

○委員（堤理志委員） 

１３５ページのさっきと同じ部分になるんですけれども、町道等の維持補修工事費と

いうことで計上されてありますけれども、この部分の予算というのは、いろんな住民、

自治会からの要望があるということを想定して確保してる分なのか。それとももう既に

あらかた町として計画を立てた部分なのか。この辺りはいかがでしょうか。 

○委員長（岩永政則委員） 

日名子課長。 

○土木管理課長（日名子達也君） 

１億４,３００万のうち委員がおっしゃる地元の方、それぞれ御指導いただいて今後

やっていく所については４,０００万計上いたしております。この４,０００万の中で、

何とか皆さんの御希望にお答えをしたいというふうに考えているところでございます。 

以上です。 

○委員長（岩永政則委員） 

堤委員。 

○委員（堤理志委員） 

いろんな地域の道路の老朽化箇所っていうのが年々増えてきて、公共施設も同じなん

ですけれども、道路についても舗装の傷み等々が出てると思うんですよ。それで、ちょ

っと地元の問題で申し訳ないんですけれども、地元住民の方から出てる話で言えば、長



与ニュータウンの上り車線はさほどないんですけれども、団地東、いわゆるニュータウ

ンの１番上の方からずっと下ってくる部分で、路面の凹凸が激し過ぎて、住民の方から

ハンドルを取られるとか、もう下るだけで背中腰が痛いぐらいだというふうな話がある

んです。そうかなと思って、私も地元じゃあるけども確かにかなりひどいんですよ。そ

ういう要望というのは来てるのか分かりませんけれども、それは１つの例ですけれども、

ニュータウンだけじゃなくていろんな地域でそういう声があると思うんですけれども、

この４,０００万というお金でどのくらいそういう要望に答えられる、なかなか難しい

答えかもしれませんけど、要求に何割程度答えられるのかというのは、ちょっと答え難

しいでしょうかね、いかがでしょうか。 

○委員長（岩永政則委員） 

日名子課長。 

○土木管理課長（日名子達也君） 

委員御指摘のとおり、各道路の下り車線につきましては傷みが激しいというところで

ございます。ニュータウンも然りですけれども、第二中の坂及び南陽台、これにつきま

してもだいぶん荒れてると、老朽化が激しいという所でございまして、なかなか４,０

００万、今の金額ではなかなか難しいところがございますが、いろんな舗装も工法がご

ざいますので、工法を安価の分で何とかできないか、その分も検討しながら、舗装につ

きましては７,０００万近くの補助がもしつけばできますので、それも含めまして全体

的に考えていきたいというふうに考えているところでございます。以上です。 

○委員長（岩永政則委員） 

他にありませんか。 

山口委員。 

○委員（山口憲一郎委員） 

１３７ページ、３目道路新設改良費１５節工事請負費、そこで本川内という名前が出

てきましたので、もうちょっと内容を詳しく教えていただきたいと思っております。 

○委員長（岩永政則委員） 

日名子課長。 

○土木管理課長（日名子達也君） 

場所につきましては、長与ダムに行くまでの間に駅の方ともう一つＪＲの上を通る橋

があります。その橋を抜けた四差路になってる所がございまして、それからまた長与ダ

ムの方に上がっていく。その四差路の所から次、長与ダムに上がるまでの間にダムの下

にちょうど公園がございます。ちょうどカーブの所ですね。その公園までの間につきま

して、今回６００万で工事をするということでございます。当然、全部を６００万では

なかなか難しくございますので、年次的に計画的に今後、工事をしていきたいというふ

うに考えているとこでございます。以上です。 

○委員長（岩永政則委員） 



それでは次に１３９ページ、１４１ページ、公園緑地、いいですか。１４３ページ。 

金子委員。 

○委員（金子恵委員） 

上から２つ目の剪定等委託料ということで、公園が町内かなりありますので、大体平

均して年に２回ぐらいっていう一般質問での答弁だったかというふうに思うんですが、

地元でっていうことではありますけれども、そういうふうにはおっしゃられたので、主

人と２人で八反田公園の小さい方をしたんですけど、かなりな労働力で、これは地元の

昼間いる年配の方を使って清掃をする、草刈りをするというのは厳しいなと実感したと

ころなんですけど、この要望の多い剪定に関して、もう少し予算要求というのをしてい

ただけなかったものか、大体いつもこの計上額はこのくらいなのかなというふうに思う

んですけど、その辺りの住民の要望との関連というか、そちらの考え方をお願いしたい

と思います。 

○委員長（岩永政則委員） 

日名子課長。 

○土木管理課長（日名子達也君） 

お答えいたします。今現在、年間大体２回ぐらいということで周知をさせていただい

てるところでございますが、当然、地元の方々につきましては、寄って草を刈るという

のはなかなか難しいところがございますので、うちの方にも道路系の作業員がございま

す。そちらの方とも今後は草刈りを何とかやってくれんやろうかということで、今後は

していきたいというふうに考えてるんですけども、道路の方もやっぱり草を刈らんばい

かんという所も出てきますので、ここら辺については調整をしながら草刈りについては

やっていきたいというふうに考えております。予算につきましては計上はしておるんで

すけども、なかなかというところが本心のところでございまして、なかなか難しいとこ

ろでございます。以上です。 

○委員長（岩永政則委員） 

いいですか。他に。 

中村委員。 

○委員（中村美穂委員） 

１４３ページの工事請負費の公園整備工事費についてなんですけれども、補正なども

組まれて遊具の改修工事を進められているかと思います。この予算の組まれている中で、

中尾城公園のスライダーは入っているのかどうかまずお答えいただきたいと思います。 

○委員長（岩永政則委員） 

日名子課長。 

○土木管理課長（日名子達也君） 

中尾城公園内のスライダーにつきましては、この工事費の中には入っておりません。 

以上です。 



○委員長（岩永政則委員） 

中村委員。 

○委員（中村美穂委員） 

入っていないというところで、整備工事費に含まれるかどうかちょっとあれなんです

けれども、もう数年使われない、使用禁止になったままだと思うんですね。中尾城公園

のスライダーというのは非常に人気もあって、ホームページ等では通知、住民の方は分

かってらっしゃるかもしれませんけども、町外からも結構人気があってというところも

あって、３０年度予算には入っていないということなので難しいかと思うんですが、今

後まだ検討中であるのか、今後についてはどのようなお考えか、お答えいただけますか。 

○委員長（岩永政則委員） 

日名子課長。 

○土木管理課長（日名子達也君） 

３０年度の予算にはスライダーの分は入っておりませんが、今、いろんな補助メニュ

ーを何とか活用できないか、活用するにはどういった工事、もう１回全部壊して建て直

してもいいのかどうか、その辺のメニューを探しているところでございまして、いろん

な公共施設の長寿命化の補助メニューもたくさんあるんですけども、私たちがしたい工

事がそのメニューに載るかどうか、その辺も精査しながら今現在、国と県とも協議を行

っているところでございます。協議が整い次第、設計等も入らせていただいて、皆様に

もまた、お知らせをしたいというふうに考えてるところでございます。以上です。 

○委員長（岩永政則委員） 

中村委員。 

○委員（中村美穂委員） 

今のところは分かりました。同じページで公園清掃管理委託料、トイレの清掃という

ことなんですけども、公園の大小にも関わるとは思うんですが、行われている箇所と、

週に例えば何回とか、そういったものがお分かりになられればお願いします。 

○委員長（岩永政則委員） 

山下係長。 

○係長（山下泰明君） 

お答えします。清掃を行っております公園数としては５６公園になります。箇所数と

しては６０か所になっております。１日当たりの清掃トイレ数としては、大体２０から

２１個のトイレを清掃しております。何日に１回清掃するかっていうことに関しまして

は、尻無川公園、八反田公園、吉無田公園、中尾城公園については、土日祝日を除きま

す毎日清掃をしております。そして、堂崎公園、和三郎公園、たるつ公園、金比羅公園

につきましては、土日祝日を除く２日に１回程度行っております。それ以外の公園につ

きましては、ひと月に大体５回を目安として行っておりますので、おおむね６日に１回

程度、実施しているということになります。以上です。 



○委員長（岩永政則委員） 

金子委員。 

○委員（金子恵委員） 

先程の中尾城公園のスライダーに関して、今後設計をお願いしようかというところで

のまだ前段なので、以前、委員会の中で、その場で修理するも、工場に持っていって修

理するも１,５００万ほどの修理代が掛かるという答弁を委員会の中でいただいたこと

があるんですね。修理をしたから、例えば新設をしたからといって安全性がきちんと確

保できるわけでもないし、そして維持費、そういうものも考えると、撤去という考え方

はないのかですね。駅の方から見て中尾城公園のあの橋とスライダーは長与の名物じゃ

ないけど、シンボルということでもお答えはいただいてたんですけど、でも事故がない

というわけでございませんし、他の面での公園整備ということを考えてスライダーに関

しての考え方ですね。根本的な考え方というのはどのようにお考えか、どういう検討を

されたのか、されたことがあるのかというのをお聞きできればと思いますけど。 

○委員長（岩永政則委員） 

日名子課長。 

○土木管理課長（日名子達也君） 

委員御指摘のとおり撤去につきましても検討をいたしております。もう撤去してスラ

イダーに代わるものを何か、シンボル的なものを、また１つ、どこか、何かをというふ

うなことも考えておりますが、まずはあるもので何とかしていきたいという考えがござ

います。また撤去をせずに、あれはステンレスでございますので、なかなか錆びません。

それで残して、ハウステンボスじゃないですけど電飾をやって、ブリッジと一緒に電飾

等をやるのも１つの手かなというふうな考えもございます。ただ、それもどういった方

向性がいいのか、それについては十分検討しながら今後もやっていきたいと考えており

ます。以上です。 

○委員長（岩永政則委員） 

次１４５ページ、いいですか。 

喜々津委員。 

○委員（喜々津英世委員） 

町営住宅の件でお尋ねします。町営住宅の法律とか、何も見たことがないのであれで

すけども、今ずっと工事をやってますよね、岡岬。今度も２,９００万ばかりか、Ｂ棟

をやるということですけども、例えば民間の場合は、その施設設備をやりかえたときに

は、若干次の入居者から家賃の上乗せをするとか、改定をしてやっていくとか、そうい

う制度をとるんですが、法律でそういうことができないようになっとるのか。そこら辺

をちょっとお尋ねしたかったんですよ。大規模な例えば工事、補修修理とか、補修工事

した時に通常の家賃じゃなくて、新しく入居する者から幾らか負担をしていただくと、

そういうものは制度として公営住宅法にはないのかっていうのはちょっと聞いてみたい



なと思ったもんですから、分からなければいいですけれども、答弁があったら。 

○委員長（岩永政則委員） 

日名子課長。 

○土木管理課長（日名子達也君） 

お答えいたします。現在の長寿命化の補修につきましては外壁の補修でございまして、

長く持たせたいということで、長く使わせていただいて、長く町民の方々に住んでいた

だきたいというふうな目的で今回長寿命化補修をやってます。ですから例えばリフォー

ム及びその、例えばちょっとランクアップした補修というふうなことではございません

ので、今回についてはなかなか当てはまらないかなというふうな感じがいたします。そ

れと家賃の算定方法は収入とそれと近傍の家賃、それによって計算をさせていただいて

おりますので、そこの点数が入るというのはなかなか難しいことがあろうかと。例えば

エレベーターをつけて性能を上げていったというようなことにつきましては、そこの性

能の点数が上がっていこうかなと考えておりますが、今回の場合は外壁のひび割れを補

修したというところでございますので、今回は家賃を上げるというふうな考えは今のと

ころ考えてはおらんところでございます。以上です。 

○委員長（岩永政則委員） 

喜々津委員。 

○委員（喜々津英世委員） 

それは私も分かってるんですよ。今回上げろじゃなくて、制度としてそういうものが

あるのか、ないのかっていうのをお尋ねしたかった。例えばエレベーターを新たに設置

をするとか、リフォームは基本的に前の入居者が退去した時に、クロスとか、いろいろ

フロアにしても修理をしたりとかいうのはあるでしょうけども、そういう大規模な修理

をした時に家賃の新たに入居者からは少し上げろと。しかし、逆に言えばもう古かとや

っけんもっと家賃を下げろという理論にも繋がってくるのでどうなるか分からんけれど

も、町営住宅も結構もう年数が重なってきて、これから大規模なそういう修理とかが出

てくる可能性があるので、法的にそういう町営住宅の家賃にそういうものができないか

というのを、是非勉強しとってもらいたいなと思って質問をしました。 

○委員長（岩永政則委員） 

日名子課長。 

○土木管理課長（日名子達也君） 

お答えいたします。委員御指摘のとおり、今回の長寿命化じゃなくて大規模な改修と

いうのも必要なところがあろうかなと考えております。委員御指摘の案件につきまして

も検討しながら、今後町営住宅の住んでいただく方のために行っていきたいというふう

に考えてるところでございます。以上です。 

○委員長（岩永政則委員） 

それでは次に行きます。１８６ページ、１番下の１１款ですね。災害復旧費、それか



ら１８９ページの上段まで、いいですか。それでは歳入歳出含めて再度、質問を受けた

いと思いますが、ありませんか。 

分部委員。 

○委員（分部和弘委員） 

港湾の地元負担金がありましたけども、工事内容を教えていただきたいと思います。 

○委員長（岩永政則委員） 

日名子課長。 

○土木管理課長（日名子達也君） 

お答えいたします。１３８、１３９ページの上の方になりますが、１９節負担金、補

助及び交付金２６０万８,０００円のうち２６０万６,０００円、これが長与港改修事業

地元負担金でございますが、この内訳でございますが、まず潮井崎海岸、今、年次的に

ずっとやらしていただいている潮井崎海岸の分と、それと白髭地区照明灯設置といいま

して、ちょうどふれあい広場の上の段の公園があります。あそこは暗いという御指摘を

いただいておりまして、そこに照明灯を設置をしたいということで県にお願いをいたし

まして、県の方で設置をしていただき、その分の２５％の負担金を私どもの方で支払い

をさせていただくということで、今回２件分を上げておるとこでございます。以上です。 

○委員長（岩永政則委員） 

他にありませんか。いいですか。 

それでは質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

土木管理課はこれで終了をいたします。お疲れさまでした。 

本日はこれをもって散会といたします。 

また、明日からよろしくお願いいたします。お疲れさまでした。 

（散会 １６時２０分） 

 


